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前
稿
に
続
き
、
本
稿
で
は
『
春
秋
公
羊
伝
』『
春
秋
穀
梁
伝
』『
春
秋
左
氏
伝
』（
春
秋
三
伝
）
に
見
え
る
反
戦

的
言
辞
を
検
討
し
た
。
三
伝
と
も
儒
家
文
献
に
共
通
す
る
反
戦
思
想
を
基
調
と
し
て
お
り
、
戦
の
大
勝
を
深
刻
に

反
省
す
る
楚
・
荘
王
の
姿
や
、
戦
争
や
搾
取
に
苦
し
む
民
衆
が
国
君
を
追
放
し
た
事
例
を
評
価
す
る
記
述
、
民
衆

の
声
を
汲
ん
で
一
時
的
な
が
ら
和
平
を
実
現
し
た
「
弭
兵
の
会
」
の
記
述
な
ど
か
ら
は
、「
絶
対
平
和
主
義
」
に

近
い
価
値
観
が
見
え
る
。
一
方
で
春
秋
時
代
の
現
実
を
反
映
し
、
戦
場
で
の
非
情
な
振
る
舞
い
を
評
価
し
た
記
述

も
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
中
国
と
夷
狄
の
区
別
を
相
対
化
し
、
君
主
や
将
相
の
地
位
を
「
譲
」
っ
た
人
士
を
高

く
評
価
す
る
観
念
は
、「
絶
対
平
和
主
義
」
に
至
る
途
上
に
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、『
塩
鉄
論
』
の
賢
良
・
文

学
の
言
に
見
え
る
「
絶
対
平
和
主
義
」
は
、
漢
が
自
ら
の
陰
謀
で
対
匈
奴
戦
争
を
始
め
た
こ
と
を
認
め
、
匈
奴
に

謝
罪
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
の
賢
良
・
文
学
に
よ
る
思
想
的
大
飛
躍
の
過
程
の
解
明
が
今
後
の
最
大
の
課
題

と
な
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
‥
春
秋
三
伝
、
夷
狄
、
中
国
、
譲
、
絶
対
平
和
主
義

39-縦31濱川栄.indd   23 2019/03/27   14:00:51



24

中国古代儒家文献に見る反戦思想 ⑷〈論文〉

　
　

は
じ
め
に

　

前
三
稿１

に
引
き
続
き
、
中
国
古
代
の
儒
家
文
献
に
見
え
る
反
戦
思
想

や
反
戦
的
言
辞
を
抽
出
・
検
討
す
る
。
そ
の
目
的
は
前
三
稿
と
同
様
、

前
漢
中
期
（
前
八
一
年
）
の
「
塩
鉄
会
議
」
で
賢
良
・
文
学
が
唱
え
た

「
絶
対
平
和
主
義
」２

の
思
想
的
淵
源
を
、
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
儒
家

文
献
に
見
い
だ
せ
る
か
検
証
す
る
こ
と
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
春
秋

公
羊
伝
』『
春
秋
穀
梁
伝
』『
春
秋
左
氏
伝
』
の
い
わ
ゆ
る
「
春
秋
三
伝
」

を
対
象
と
す
る
。

　

『
春
秋
』
と
は
、
儒
学
の
開
祖
孔
子
（
前
五
五
一
年
─
前
四
七
九
年
）

が
故
国
の
魯
の
年
代
記
に
手
を
加
え
て
編
集
し
た
と
さ
れ
る
歴
史
書
で

あ
り
、『
易
』『
詩
』『
書
』『
礼
』
と
並
ぶ
儒
学
の
根
本
経
典
（
い
わ
ゆ

る
「
五
経
」）
の
一
つ
で
あ
る
。
魯
の
君
主
隠
公
の
元
年
（
前
七
二
二
年
）

か
ら
哀
公
の
十
四
年
（
前
四
八
一
年
）３

ま
で
の
魯
に
関
わ
る
事
象
を
中

心
に
、
当
時
の
「
中
国
」（
黄
河
中
下
流
域
か
ら
長
江
中
下
流
域
に
至

る
主
に
平
原
地
帯４

）
の
諸
国
の
歴
史
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は

東
遷
（
前
七
七
〇
年
）
以
降
権
威
の
衰
え
た
周
王
室
に
代
わ
っ
て
天
下

に
覇
を
唱
え
よ
う
と
す
る
有
力
諸
侯
や
、
領
地
と
家
系
の
保
全
に
汲
々

と
す
る
弱
小
諸
侯
（
魯
も
そ
の
一
つ
）
が
繰
り
返
す
戦
争
の
記
事
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
書
法
は
「
〇
年
△
月
、
□
□
が
×
×
し
た
。」
と

い
う
ご
く
簡
潔
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
事
象
が
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
起
こ
っ
た
の
か
、
と
い
う
読
み
手
が
最
も
期
待
す
る
情
報
が
ほ

と
ん
ど
得
ら
れ
な
い
。
実
は
そ
の
簡
潔
過
ぎ
る
記
述
の
一
語
一
句
、
あ

る
い
は
故
意
に
省
略
さ
れ
た
部
分
に
こ
そ
、
孔
子
が
後
世
に
託
し
た
儒

学
の
奥
義
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
（「
微
言
大
義
」「
春
秋
の
筆
法
」）、
と

い
う
の
が
儒
家
の
論
法
で
あ
る
。
し
か
し
、『
春
秋
』
の
経
文
だ
け
を

読
ん
で
孔
子
の
真
意
を
理
解
す
る
こ
と
は
さ
す
が
に
至
難
に
近
く
、「
微

言
」
や
「
筆
法
」
の
用
法
や
構
造
を
解
き
明
か
し
、
読
者
を
孔
子
の
真

意
に
導
く
注
釈
書
が
必
要
と
な
っ
た
。
春
秋
三
伝
は
そ
の
た
め
に
作
ら

れ
た
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
　

一
、
春
秋
三
伝
の
概
要５

　

春
秋
三
伝
の
う
ち
、最
も
早
く
世
に
通
行
し
た
の
は
『
春
秋
公
羊
伝
』

（
以
下
『
公
羊
伝
』）
で
あ
る
。
孔
子
の
門
人
の
子
夏
（
前
五
〇
七
年
─

前
四
二
〇
年
）
が
斉
の
公
羊
高
に
口
伝
し
た
内
容
に
、
さ
ら
に
数
人
の

説
を
加
え
、
前
漢
・
景
帝
（
位
前
一
五
六
年
─
前
一
四
一
年
）
の
時
代

に
公
羊
高
五
世
の
子
孫
の
公
羊
寿
が
文
章
化
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
景

帝
の
時
代
か
ら
次
の
武
帝
（
位
前
一
四
一
年
─
前
八
七
年
）
の
時
代
に

か
け
て
、『
公
羊
伝
』
を
専
門
と
す
る
儒
学
者
・
董
仲
舒
が
活
躍
し
、

い
わ
ゆ
る
五
経
博
士
の
設
置
を
武
帝
に
建
言
し
た
と
さ
れ
る
（
建
元
五

年
、
前
一
三
六
年
）。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
儒
学
が
国
教
化
さ
れ
た
」
と

い
う
通
説
は
福
井
重
雅
・
渡
邉
義
浩
ら
の
批
判
に
よ
り
揺
ら
い
で
い
る６

が
、
少
な
く
と
も
董
仲
舒
が
『
公
羊
伝
』
に
依
拠
し
て
行
っ
た
数
々
の

提
言
が
「
春
秋
の
義
」
と
し
て
当
時
の
政
策
や
訴
訟
の
裁
定
に
一
定
の

影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る７

。
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続
い
て
現
れ
た
の
は
『
春
秋
穀
梁
伝
』（
以
下
『
穀
梁
伝
』）
で
あ
る
。

こ
れ
も
や
は
り
子
夏
が
魯
の
穀
梁
俶
（
穀
梁
赤
）
に
口
伝
し
た
内
容
を
、

穀
梁
俶
自
身
が
著
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
・
記
述

形
態
は
『
公
羊
伝
』
に
よ
く
似
て
お
り
、
意
識
的
に
『
公
羊
伝
』
を
是

正
し
よ
う
と
し
た
傾
向
も
見
ら
れ
、『
公
羊
伝
』
に
遅
れ
て
成
書
さ
れ

た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
前
漢
・
宣
帝
（
位
前
七
四
年
─
前
四
八
年
）

の
時
代
に
儒
教
の
テ
キ
ス
ト
の
校
定
や
新
設
を
目
的
と
す
る
石
渠
閣
会

議
が
開
か
れ
（
前
五
一
年
）、『
穀
梁
伝
』
は
そ
こ
で
新
た
な
王
朝
公
認

の
テ
キ
ス
ト
に
列
せ
ら
れ
た
。
当
時
新
進
気
鋭
の
儒
学
者
だ
っ
た
劉
向

（
前
七
七
年
─
前
六
年
）
が
『
穀
梁
伝
』
の
専
門
家
と
し
て
講
義
し
た

と
い
う
。

　

最
後
に
世
に
現
れ
た
の
が
『
春
秋
左
氏
伝
』（
以
下
『
左
氏
伝
』）
で

あ
る
。
劉
向
の
子
の
劉
歆
（
前
五
三
年
？
─
後
二
三
年
）
が
、
宮
中
の

秘
蔵
書
の
中
か
ら
発
見
し
た
「
古
文
」（
先
秦
時
代
に
通
行
し
た
と
さ

れ
る
古
い
字
体
）
で
書
か
れ
た
書
物
の
う
ち
の
一
つ
で
、
撰
者
は
孔
子

と
も
親
し
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
（『
論
語
』
公
冶
長
）
魯
の
左
丘
明

と
さ
れ
る
。『
左
氏
伝
』
に
魅
了
さ
れ
た
劉
歆
は
、
同
時
に
発
見
し
た

古
文
の
『
詩
』『
礼
』『
書
』
と
と
も
に
王
朝
公
認
の
テ
キ
ス
ト
に
立
て

て
欲
し
い
と
建
言
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
皇
帝
・
哀
帝
（
位
前
七
年

─
前
一
年
）
が
こ
の
件
を
五
経
博
士
と
劉
歆
に
討
論
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

劉
歆
は
激
し
く
論
難
さ
れ
た
あ
げ
く
地
方
官
に
左
遷
さ
れ
て
し
ま
い
、

『
左
氏
伝
』
の
公
認
化
は
い
っ
た
ん
失
敗
し
た
。
し
か
し
、
王
莽
が
前

漢
を
簒
奪
し
て
新
（
八
年
─
二
三
年
）
を
建
国
す
る
と
、
劉
歆
は
そ
の

有
力
な
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
中
央
政
界
に
復
帰
し
、『
左
氏
伝
』
も
つ
い

に
正
式
な
儒
学
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
公
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、『
左
氏
伝
』
に
対
し
て
は
『
公
羊
伝
』『
穀
梁
伝
』
を
奉
ず

る
儒
学
者
た
ち
の
反
発
が
強
か
っ
た
。『
公
羊
伝
』『
穀
梁
伝
』
は
漢
代

に
通
行
し
て
い
た
隷
書
体
（「
今
文
」
と
い
う
）
で
書
か
れ
て
い
た
の

に
対
し
、『
左
氏
伝
』
は
前
述
の
よ
う
に
古
文
で
書
か
れ
て
い
た
。
劉

歆
ら
は
そ
れ
こ
そ
が『
左
氏
伝
』の
伝
来
の
古
さ
を
示
す
の
で
あ
り
、『
公

羊
伝
』『
穀
梁
伝
』
を
上
回
る
『
左
氏
伝
』
の
正
統
性
を
証
明
す
る
根

拠
と
考
え
た
の
で
あ
る
が
、
今
文
テ
キ
ス
ト
を
信
奉
す
る
側
か
ら
す
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
全
く
実
物
を
見
た
こ
と
の
な
い
古
文
の
テ
キ
ス
ト
が
急

に
続
々
と
登
場
し
て
正
統
性
を
主
張
す
る
こ
と
自
体
に
違
和
感
や
疑
い

を
持
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。『
左
氏
伝
』
な
ど
の
古
文
の
書
物
そ
の

も
の
が
劉
歆
ら
の
捏
造
に
成
る
も
の
だ
、
と
い
う
議
論
も
挙
が
っ
た
。

特
に
『
左
氏
伝
』
の
前
漢
末
偽
作
説
は
、
実
に
津
田
左
右
吉８

ま
で
二
〇

〇
〇
年
に
及
び
唱
え
続
け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
倉
芳

彦
が
「
今
文
学
者
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
劉
歆
が
自
分
の
役
職
上
の
立

場
を
利
用
し
て
、
発
見
し
た
書
籍
に
あ
る
程
度
の
改
竄
を
加
え
た
こ
と

は
あ
り
う
る
と
し
て
も
、
古
文
テ
キ
ス
ト
発
見
の
記
事
そ
の
も
の
が

デ
ッ
チ
上
げ
で
、『
春
秋
左
氏
伝
』
は
偽
作
で
あ
る
と
ま
で
断
ず
る
の

は
極
論
で
あ
る
」９

と
す
る
見
解
に
筆
者
も
賛
同
す
る
。『
左
氏
伝
』
に

は
他
の
二
伝
と
異
な
り
、『
春
秋
』
の
経
文
に
対
応
し
な
い
独
自
の
、

し
か
も
詳
細
な
記
述
が
多
数
見
ら
れ
る
。『
春
秋
』
と
は
無
関
係
の
多

く
の
歴
史
資
料
に
依
拠
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
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そ
の
量
が
膨
大
・
詳
細
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
到
底
一
個
人

の
手
で
一
時
期
に
成
っ
た
も
の
と
は
考
え
難
い
。
事
実
、『
塩
鉄
論
』

で
は
全
六
〇
篇
中
十
六
篇
に
『
左
氏
伝
』
か
ら
の
引
用
、
も
し
く
は
関

連
を
思
わ
せ
る
引
用
が
見
え
る10

。
そ
れ
は
当
然
、前
漢
末
に
劉
歆
が『
左

氏
伝
』
を
「
発
見
」
す
る
前
か
ら
、
か
な
り
の
内
容
が
あ
る
程
度
ま
と

ま
っ
た
形
で
す
で
に
世
上
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
三
伝
と
も
成
立
過
程
に
不
明
な
点
が
多
く
、
撰
者
も

公
羊
高
・
穀
梁
俶
・
左
丘
明
で
あ
る
と
信
じ
る
論
者
は
現
在
皆
無
に
近

い
。
特
に
歴
史
資
料
と
し
て
最
も
情
報
量
が
多
い
う
え
に
世
に
出
た
事

情
が
特
異
な
『
左
氏
伝
』
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
成
立
時
期
・
製
作
意

図
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
戦
わ
さ
れ
て
い
る11

。
し
か
し
、
本
稿

に
と
っ
て
は
「
塩
鉄
会
議
」（
前
八
一
年
）
以
前
の
段
階
で
あ
る
程
度

内
容
が
世
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
さ
え
覆
ら
な
け
れ
ば
当
面
問
題
は
な

い
の
で
、
春
秋
三
伝
の
成
立
問
題
に
つ
い
て
は
深
入
り
し
な
い
。

　

次
章
か
ら
春
秋
三
伝
に
見
え
る
反
戦
的
言
辞
の
分
析
に
入
る
が
、
そ

の
前
に
本
稿
の
次
章
以
降
の
構
成
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
三
伝
い
ず

れ
も
『
春
秋
』
の
本
文
（
経
文
）
を
掲
載
し
、
そ
の
一
文
・
一
事
象
ご

と
に
注
釈
を
付
す
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
前
稿
ま

で
の
よ
う
に
各
テ
キ
ス
ト
に
一
章
を
当
て
て
分
析
す
る
方
法
で
は
、『
春

秋
』
の
同
じ
経
文
を
二
度
三
度
と
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
煩
雑
に

な
る
し
紙
幅
も
浪
費
す
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
春
秋
』
経
文
に
対

応
す
る
三
伝
の
反
戦
的
言
辞
を
時
系
列
で
併
記
し
、
比
較
し
な
が
ら
分

析
を
進
め
る
方
法
を
と
る
。

　

ま
た
、
従
来
見
て
き
た
儒
家
文
献
以
上
に
、
春
秋
三
伝
に
は
「
夷
狄
」

（
異
民
族
、
異
文
化
集
団
）
を
敵
視
・
蔑
視
す
る
言
辞
が
目
立
つ
。
夷

狄
と
の
関
係
を
ど
う
す
る
か
は
、「
塩
鉄
会
議
」
に
お
け
る
対
匈
奴
問

題
に
関
す
る
議
論
と
密
接
に
関
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
第
三
章
で
春
秋

三
伝
に
見
え
る
夷
狄
観
を
確
認
し
、特
に
『
塩
鉄
論
』
に
見
え
る
賢
良
・

文
学
の
夷
狄
観
と
の
関
連
性
を
考
え
て
み
た
い
。
さ
ら
に
、
春
秋
三
伝

に
は
本
来
君
主
や
将
相
と
な
る
べ
き
人
物
が
そ
の
地
位
を
他
者
に
譲
っ

た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
記
述
が
多
い
。
こ
れ
も
『
塩
鉄
論
』
に
見
え

る
「
絶
対
平
和
主
義
」
と
関
わ
る
重
要
な
論
点
に
な
る
の
で
、
第
四
章

で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　　
　

二
、
春
秋
三
伝
に
見
え
る
反
戦
的
言
辞

　

以
下
、
丸
数
字
を
付
し
て
年
代
順
に
反
戦
的
言
辞
を
並
べ
、
相
互
に

比
較
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
ま
ず
経
文
を
（
経
）、『
公
羊
伝
』
を

（
公
）、『
穀
梁
伝
』
を
（
穀
）、『
左
氏
伝
』
を
（
左
）
と
し
て
書
き
下

し
文
を
示
し
、
反
戦
思
想
に
関
わ
る
表
現
に
傍
線
を
施
し
、
続
い
て
伝

文
の
現
代
語
訳
を
〔
　

〕
で
く
く
っ
て
示
し
、
最
後
に
私
見
を
示
し
て

い
く
こ
と
に
す
る
。
経
・
伝
の
書
き
下
し
・
現
代
語
訳
は
小
倉
芳
彦
訳

注
『
春
秋
左
氏
伝
』、
岩
本
憲
司
春
秋
三
伝
訳
注
を
は
じ
め
、
鎌
田
正
・

竹
内
照
夫
な
ど
諸
先
学
の
訳
注12

を
適
宜
参
照
し
た
。

①
隠
公
四
年
（
前
七
一
九
年
）
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（
経
）
四
年
春
、
王
の
二
月
、
莒き

ょ

人
、
杞き

を
伐う

ち
、
牟ぼ

う
ろ
う婁

を
取
る
。

（
公
）「
牟
婁
」
な
る
者
は
何
ぞ
や
。
杞
の
邑
な
り
。
外
、
邑
を
取
る
は

書
か
ず
。
此
れ
何
を
以
て
書
け
る
や
。
始
め
て
邑
を
取
れ
る
を

疾に
く

む
な
り
。

〔「
牟
婁
」
と
は
何
か
。
杞
の
邑
で
あ
る
。
外
が
邑
を
取
っ
た
こ
と

は
書
か
な
い
。
こ
こ
で
は
な
ぜ
書
い
て
い
る
の
か
。
始
め
て
邑

を
取
っ
た
こ
と
を
に
く
ん
だ
た
め
で
あ
る
。〕

（
穀
）「
伝
」
に
曰
く
、「
伐
」
と
言
い
「
取
」
と
言
う
は
、悪に

く

む
所
な
り
。

諸
侯
の
相
い
伐
ち
て
地
を
取
る
は
是
に
於
て
始
ま
れ
り
。
故
に

謹
み
て
之
れ
を
志
す
な
り
。

〔「「
伝
」
に
い
う
、「
伐
」
と
言
い
「
取
」
と
言
う
の
は
、
悪
ん
だ

か
ら
で
あ
る
。
諸
侯
が
た
が
い
に
伐
っ
て
土
地
を
取
り
あ
う
所

業
は
、
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。
だ
か
ら
、
謹
ん
で
記
録
し
た
の

で
あ
る
。〕

　

小
国
の
莒
が
、
同
じ
く
小
国
の
杞
を
襲
い
、
そ
の
邑
の
牟
婁
を
奪
取

し
た
。『
公
羊
伝
』『
穀
梁
伝
』
と
も
、
こ
の
経
文
を
諸
侯
同
士
が
戦
争

に
よ
っ
て
領
地
を
奪
い
合
う
最
初
の
例
と
し
、「
疾
」「
悪
」
と
い
う
字

で
非
難
し
た
と
し
て
い
る
。
両
伝
と
も
戦
争
そ
の
も
の
を
嫌
悪
す
る
基

本
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
経
文
に
対
す
る
『
左
氏
伝
』
の
文

は
な
い
が
、
次
の
記
事
を
見
れ
ば
『
左
氏
伝
』
の
基
本
姿
勢
も
同
じ
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

②
桓
公
二
年
（
前
七
一
〇
年
）

（
経
）
二
年
春
、
王
の
正
月
戊
申
、
宋
の
督
、
其
の
君
与
夷
を
弑
し
、

其
の
大
夫
孔
父
に
及
ぶ
。

（
左
）
宋
の
殤
公
立
つ
や
、
十
年
に
十
一
戦
し
、
民
は
命
に
堪
え
ず
。

孔
父
嘉
は
司
馬
為
り
、
督
は
大
宰
為
り
、
故
に
民
の
命
に
堪
え

ざ
る
に
因
り
て
、
先
に
宣
言
し
て
曰
く
、「
司
馬
な
れ
ば
則
ち
然

り
」
と
。（
後
略
）

〔
宋
の
殤
公
は
即
位
以
来
、
十
年
間
に
十
一
回
も
戦
争
を
し
、
民

は
堪
え
き
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
孔
父
嘉
は
司
馬
の
地
位
に
あ

り
、
華
父
督
は
大
宰
の
地
位
に
あ
っ
た
か
ら
、
民
が
堪
え
き
れ

な
く
な
っ
て
い
る
の
を
利
用
し
て
、「（
孔
父
嘉
が
）
司
馬
だ
か

ら
こ
う
な
る
の
だ
」
と
か
ね
て
宣
伝
し
て
い
た
。（
後
略
。
大
宰

の
華
父
督
が
司
馬
の
孔
父
嘉
と
君
主
の
殤
公
を
殺
し
、
荘
公
を

即
位
さ
せ
た
経
緯
を
叙
述
。）

　

宋
に
お
い
て
う
ち
続
く
戦
争
に
民
が
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
状

況
を
描
写
し
て
い
る
。
戦
争
、
特
に
頻
繁
な
戦
争
が
民
衆
に
耐
え
が
た

い
苦
し
み
を
与
え
る
、と
い
う
認
識
を『
左
氏
伝
』は
示
し
て
い
る
。『
公

羊
伝
』『
穀
梁
伝
』
の
伝
文
に
は
民
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。

③
桓
公
十
一
年
（
前
七
〇
一
年
）

（
経
）
九
月
、
宋
人
、
鄭
の
祭
仲
を
執と

ら

う
。

（
公
）
祭
仲
な
る
者
は
何
ぞ
や
。
鄭
の
相
な
り
。
何
ぞ
以
て
名
せ
ざ
る
や
。

賢
な
れ
ば
な
り
。
何
ぞ
祭
仲
を
賢
と
す
る
や
。
以
て
権
を
知
る

と
為
す
な
り
。（
中
略
）権
と
は
何
ぞ
や
。
権
は
経
に
反
す
る
も
、
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然
る
後
に
善
を
有
ら
し
む
る
な
り
。
権
の
設
く
る
所
は
、
死
亡

を
舎お

き
て
設
く
る
所
無
し
。
権
を
行
う
に
道
有
り
。
自
ら
貶
損

し
以
て
権
を
行
い
、
人
を
害
さ
ず
し
て
以
て
権
を
行
う
。
人
を

殺
し
て
以
て
自
ら
生
き
、
人
を
亡
ぼ
し
て
以
て
自
ら
存
す
る
は
、

君
子
は
為
さ
ざ
る
な
り
。

〔
祭
仲
と
は
何
者
か
。
鄭
の
相
で
あ
る
。
ど
う
し
て
（
職
）
名
を

記
さ
な
い
の
か
。
賢
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
ど
う
し
て
祭
仲
を
賢

者
と
す
る
の
か
。「
権
」を
よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。（
中

略
。
鄭
の
相
・
祭
仲
が
、
当
面
宋
の
脅
迫
に
従
い
公
子
・
忽
を

追
放
し
て
公
子
・
突
を
君
主
に
立
て
つ
つ
、
将
来
の
忽
の
帰
国

と
即
位
を
遠
望
す
る
さ
ま
を
叙
述
。
事
実
四
年
後
に
そ
れ
は
実

現
す
る
。）「
権
」
と
は
何
か
。「
権
」
と
は
経
（
常
道
、
正
し
い

手
段
）
に
反
す
る
が
、
最
後
に
は
善
を
も
た
ら
す
行
為
で
あ
る
。

「
権
」は
生
死
に
関
わ
る
場
合
以
外
は
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。「
権
」

を
行
う
場
合
に
は
道
（
正
し
い
行
い
方
）
が
あ
る
。
自
分
を
犠

牲
に
す
る
こ
と
で
「
権
」
を
行
う
の
で
あ
り
、
人
を
殺
害
し
な

い
で
「
権
」
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
人
を
殺
す
こ
と
で
自
分
が

生
き
の
び
、
人
を
亡
ぼ
す
こ
と
で
自
分
が
な
が
ら
え
る
よ
う
な

こ
と
は
、
君
子
は
し
な
い
の
で
あ
る
。〕

　

直
接
に
戦
争
に
関
わ
る
文
で
は
な
い
が
、
殺
人
、
ひ
い
て
は
戦
争
に

も
つ
な
が
り
う
る
「
権
」（
例
外
的
手
段
）
の
用
い
方
を
説
い
て
い
る

の
で
取
り
上
げ
る
。
や
む
を
え
ず
「
権
」
を
使
う
場
合
も
、
自
己
を
犠

牲
に
し
て
他
者
を
救
う
た
め
に
行
う
べ
き
で
あ
り
、
自
分
が
生
き
の
び

る
た
め
に
他
者
を
殺
す
よ
う
な
「
権
」
の
使
い
方
は
君
子
は
し
な
い
、

と
す
る
。
権
力
の
濫
用
に
よ
る
殺
人
を
否
定
し
て
お
り
、
反
戦
思
想
に

連
な
り
う
る
観
点
で
あ
る13

。『
穀
梁
伝
』『
左
氏
伝
』
に
は
同
様
の
記
述

は
な
い
。

④
桓
公
十
四
年
（
前
六
九
八
年
）

（
経
）
宋
人
、
斉
人
・
蔡
人
・
衛
人
・
陳
人
を
以ひ

き

い
て
鄭
を
伐
つ
。

（
穀
）「
以
」
は
、
以
い
ざ
る
者
な
り
。
民
は
、
君
の
本
な
り
。
人
を
し

て
其
れ
を
以
い
て
死
せ
し
め
る
は
、
正
に
非
ざ
る
な
り
。

〔「
以
」
と
は
、
以
い
て
は
い
け
な
か
っ
た
場
合
に
い
う
。
民
は
君

の
本
で
あ
る
。
他
国
に
民
を
駆
り
出
さ
せ
て
死
に
至
ら
し
め
る

の
は
、
正
義
で
は
な
い
。〕

　

他
国
の
軍
を
動
員
し
て
そ
の
兵
を
死
な
せ
る
の
は
正
義
で
は
な
い
、

と
す
る
。
自
国
の
兵
を
死
な
せ
る
の
は
や
む
を
得
な
い
、
と
い
う
意
を

含
む
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、「
絶
対
平
和
主
義
」
か
ら
は
ほ
ど
遠

い
観
念
と
な
る
。『
公
羊
伝
』『
左
氏
伝
』
に
は
同
様
の
記
述
は
な
い
。

⑤
荘
公
八
年
（
前
六
八
六
年
）

（
経
）
八
年
春
、
王
の
正
月
、
師
、
郎
に
次や

ど

り
て
以
て
陳
人
・
蔡
人
を

俟ま

つ
。
甲
午
、
治
兵
す
。

（
穀
）
出
づ
る
は
治
兵
と
曰
う
。
戦
を
習
う
な
り
。
入
る
は
振
旅
と
曰
う
。

戦
を
習
う
な
り
。
治
兵
す
れ
ど
、
陳
・
蔡
至
ら
ず
。
兵
事
の
厳

に
終
わ
る
を
以
て
す
。
故
に
曰
く
、「
陳
を
善
く
す
る
者
は
戦
わ
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ず
」
と
は
、
此
の
謂
な
り
。
善
く
国
を
為
む
る
者
は
師
せ
ず
、

善
く
師
す
る
者
は
陳
せ
ず
、
善
く
陳
す
る
者
は
戦
わ
ず
、
善
く

戦
う
者
は
死
せ
ず
、
善
く
死
す
る
者
は
亡
び
ず
。

〔
出
る
と
き
は
「
治
兵
」
と
言
う
。
戦
を
習
わ
す
の
で
あ
る
。
入

る
と
き
は
「
振
旅
」
と
言
う
。
戦
を
習
わ
す
の
で
あ
る
。
治
兵

し
た
ら
、
陳
・
蔡
は
や
っ
て
来
な
か
っ
た
。
厳
整
を
も
っ
て
兵

事
を
終
え
た
か
ら
で
あ
る
。「
た
く
み
に
陳
（
陣
）
す
る
者
は
戦

わ
な
い
」
と
は
、
こ
の
事
を
言
っ
た
の
で
あ
る
。（
一
般
に
）
善

く
国
を
治
め
る
者
は
軍
隊
を
備
え
ず
、
善
く
軍
隊
を
備
え
る
者

は
陣
形
を
整
え
ず
、
善
く
陣
形
を
整
え
る
者
は
戦
わ
ず
、
善
く

戦
う
者
は
死
な
ず
、
善
く
死
ぬ
も
の
は
亡
び
な
い
。

　

陳
・
蔡
が
魯
に
攻
め
込
も
う
と
し
た
が
、
魯
軍
が
厳
正
な
陣
形
を
備

え
て
迎
え
撃
つ
体
制
を
固
め
た
の
で
、
両
国
は
攻
め
な
か
っ
た
。
し
か

し
『
穀
梁
伝
』
は
、最
も
理
想
的
な
の
は
「
不
師
」
で
あ
る
と
す
る
。「
善

為
国
者
不
師
」
は
「
之
れ
を
導
く
に
徳
を
以
て
し
、
之
れ
を
斉

と
と
の

う
る
に

礼
を
以
て
す
。
江
熙
曰
く
、
鄰
国
我
を
望
む
に
、
歓
た
る
こ
と
親
戚
の

若
く
ん
ば
、
何
ぞ
之
れ
が
為
に
師
せ
ん
や
、
と
」（
范
甯
『
春
秋
穀
梁

伝
集
解
』）
と
解
さ
れ
る
。「
隣
国
が
自
分
た
ち
の
国
を
見
て
、
親
戚
に

会
う
か
の
よ
う
に
喜
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
ら
、
な
ぜ
隣
国
の
た
め
に
軍

隊
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。「
不
師
」

が
そ
の
意
味
な
ら
、
こ
こ
で
『
穀
梁
伝
』
は
「
絶
対
平
和
主
義
」
を
説

い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。『
公
羊
伝
』『
左
氏
伝
』
に
同
様
の
記
述
は
な

い
。

⑥
荘
公
二
七
年
（
前
六
六
七
年
）

（
経
）
夏
六
月
、
公
、
斉
侯
・
宋
公
・
陳
侯
・
鄭
伯
と
会
し
、
幽
に
同

盟
す
。

（
穀
）（
前
略
）
兵
車
の
会
は
四
、
未
だ
嘗
て
大
戦
有
ら
ず
。
民
を
愛
す

れ
ば
な
り
。

〔（
前
略
。
斉
・
桓
公
が
覇
者
と
し
て
諸
侯
の
信
頼
を
得
て
た
び
た

び
会
盟
を
行
っ
た
様
子
を
叙
述
。）（
斉
・
桓
公
が
主
催
し
た
）

兵
車
を
伴
な
う
会
は
四
回
あ
っ
た
が
、（
そ
の
う
ち
で
）
大
戦
は

一
回
も
な
か
っ
た
。
民
を
愛
し
た
か
ら
で
あ
る
。〕

　

『
穀
梁
伝
』
は
、
春
秋
時
代
最
初
の
覇
者
と
し
て
知
ら
れ
る
斉
の
桓

公
を
ほ
め
て
い
る
。
理
由
は
会
盟
に
と
も
な
い
大
き
な
戦
争
を
し
な

か
っ
た
た
め
で
あ
り
、そ
れ
は
「
民
を
愛
し
た
か
ら
」
だ
と
す
る
。『
公

羊
伝
』『
左
氏
伝
』
に
は
同
様
の
記
述
は
な
い
。

⑦
僖
公
二
六
年
（
前
六
三
四
年
）

（
経
）
公
子
遂
、
楚
に
如
き
て
師
を
乞
う
。

（
公
）「
乞
う
」
と
は
何
ぞ
や
。
卑
辞
な
り
。
曷い

ず

為く

ん
ぞ
外
内
を
以
て
同

じ
く
辞
す
る
が
若
き
を
為
さ
ん
。
師
を
重
ん
ず
れ
ば
な
り
。
曷

為
ん
ぞ
師
を
重
ん
ぜ
ん
。
師
、
出
ず
れ
ば
正

か
な
ら

ず
し
も
反か

え

ら
ず
、

戦
え
ば
正
ず
し
も
勝
た
ざ
る
な
れ
ば
な
り
。

〔「
乞
う
」
と
は
何
か
。
へ
り
く
だ
っ
た
表
現
で
あ
る
。
ど
う
し
て

外
も
内
（
魯
）
も
同
じ
く
こ
う
し
た
表
現
に
す
る
の
か
。
師
（
軍
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隊
）
を
重
ん
じ
て
で
あ
る
。
な
ぜ
軍
隊
を
重
ん
じ
る
の
か
。
軍

隊
が
出
動
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
帰
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
戦
え
ば

必
ず
し
も
勝
つ
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。〕

（
穀
）「
乞
う
」
は
、
重
辞
な
り
。
何
ぞ
重
ん
ず
る
や
。
人
の
死
を
重
ん

ず
れ
ば
な
り
。
乞
う
所
に
非
ず
。
師
出
ず
れ
ば
、
必
ず
し
も
反

ら
ず
、
戦
え
ば
、
必
ず
し
も
勝
た
ず
、
故
に
之
れ
を
重
ん
ず
る

な
り
。

〔「
乞
う
」
は
、
重
辞
（
そ
の
大
量
を
重
ん
じ
る
表
現
）
で
あ
る
。

な
ぜ
（
師
を
）
重
ん
じ
る
の
か
。
人
の
死
を
重
ん
じ
る
か
ら
で

あ
る
。（
師
は
）
乞
う
も
の
で
は
な
い
。
師
が
出
れ
ば
、
必
ず
し

も
帰
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
戦
え
ば
必
ず
し
も
勝
つ
と
は
限
ら
な

い
。
だ
か
ら
、
重
ん
じ
る
の
で
あ
る
。〕

　

『
公
羊
伝
』『
穀
梁
伝
』
は
師
（
軍
隊
）
の
出
陣
の
重
大
性
を
説
く
。

特
に
『
穀
梁
伝
』
は
「
人
の
死
を
重
ん
じ
る
」
が
ゆ
え
に
軍
隊
の
出
動

に
慎
重
に
な
る
べ
き
こ
と
を
説
い
て
お
り
、
民
衆
の
立
場
に
立
っ
た
反

戦
的
言
辞
と
言
え
る
。『
左
氏
伝
』
に
は
同
様
の
記
述
は
な
い
。

⑧
同
年

（
経
）
公
、
楚
師
を
以ひ

き

い
て
斉
を
伐
ち
、
穀
を
取
る
。

（
穀
）「
以
い
る
」
と
は
、
以
い
ざ
る
な
り
。
民
は
、
君
の
本
な
り
。
民

を
し
て
其
れ
を
以
い
て
死
せ
し
め
る
は
、
其
れ
正
に
非
ざ
る
な

り
。

〔「
以
い
る
」
と
は
、
以
い
て
は
い
け
な
か
っ
た
場
合
に
い
う
。
民

は
君
の
本
で
あ
る
。
そ
の
民
を
率
い
て
死
に
追
い
や
る
の
は
、

正
義
で
は
な
い
。〕

　

④
と
同
様
、「
民
は
君
の
本
な
り
」、
ゆ
え
に
戦
争
に
よ
っ
て
民
を
死

地
に
追
い
や
る
こ
と
は
正
義
で
は
な
い
、
と
い
う
反
戦
思
想
が
、『
穀

梁
伝
』
に
の
み
見
え
る
。

⑨
宣
公
四
年
（
前
六
〇
五
年
）

（
経
）
四
年
春
、
王
の
正
月
。
公
、
斉
侯
と
、
莒き

ょ

と
郯た

ん

と
を
平
ら
げ
ん

と
す
。
莒
人
、
肯
ん
ぜ
ず
。
公
、
莒
を
伐
ち
、
向

し
ょ
う

を
取
る
。

（
公
）
此
れ
莒
を
平
ら
ぐ
る
な
れ
ど
、
其
れ
「
肯
ん
ぜ
ず
」
と
言
う
は

何
ぞ
や
。
向
を
取
る
を
辞
す
れ
ば
な
り
。

〔
こ
こ
は
莒
を
和
平
さ
せ
た
の
に
、「
肯
ん
ぜ
ず
」
と
言
っ
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
。向
を
取
っ
た
こ
と
の
い
い
わ
け
の
た
め
で
あ
る
。〕

（
穀
）（
前
略
）
伐
つ
は
猶
お
可
な
る
も
、向
を
取
る
は
甚
だ
し
き
か
な
。

莒
人
、辞
し
て
治
を
受
け
ざ
る
な
り
。
莒
を
伐
つ
は
、義
兵
な
り
。

向
を
取
る
は
、
非
な
り
。
義
に
乗
じ
て
利
を
為
す
な
り
。

〔（
前
略
）
伐
っ
た
の
は
ま
だ
し
も
、
向
を
取
っ
た
の
は
ひ
ど
い
。

莒
は
言
い
訳
し
て
治
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
莒
を
伐
っ
た
こ
と
は
正
義
だ
が
、
向
を
取
っ
た
の
は
正
義
で

は
な
い
。
義
に
乗
じ
て
利
を
な
し
た
の
だ
か
ら
。〕

（
左
）
四
年
、
春
、
公
、
斉
侯
と
、
莒
と
郯
と
を
平
ら
げ
ん
と
す
る
も
、

莒
人
肯
ん
ぜ
ざ
れ
ば
、
公
、
莒
を
伐
ち
て
向
を
取
る
。
礼
に
非

ざ
る
な
り
。国
を
平
ら
ぐ
る
に
は
礼
を
以
て
し
、乱
を
以
て
せ
ず
。
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伐
ち
て
治
め
ざ
る
は
、
乱
な
り
。
乱
を
以
て
乱
を
平
ら
げ
ん
と

す
る
は
、
何
ぞ
治
ま
る
こ
と
か
之
れ
有
ら
ん
。
治
ま
る
こ
と
無

く
ん
ば
、
何
ぞ
以
て
礼
を
行
わ
ん
。

〔
四
年
、
春
、（
魯
の
宣
）
公
は
、
斉
侯
と
と
も
に
、
莒
と
郯
と
を

講
和
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
莒
が
従
わ
な
か
っ
た
の
で
、
公
は

莒
に
攻
め
込
み
、
向
を
取
っ
た
。
こ
れ
は
礼
に
合
致
し
な
い
。

他
国
を
講
和
さ
せ
る
に
は
礼
に
よ
る
べ
き
で
、
乱
（
武
力
攻
撃
）

に
よ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
攻
撃
す
る
だ
け
で
治
め
な
い
の
は
、

乱
で
あ
る
。
乱
に
よ
っ
て
乱
を
平
定
し
よ
う
と
し
て
も
、
治
ま

る
は
ず
は
な
い
。
治
ま
る
こ
と
が
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
礼
を

行
え
よ
う
か
。〕

　

争
い
合
う
他
国
を
講
和
さ
せ
よ
う
と
し
て
武
力
を
用
い
た
例
で
あ

る
。『
公
羊
伝
』『
穀
梁
伝
』
は
そ
こ
ま
で
は
正
義
と
し
、
魯
が
莒
か
ら

向
を
奪
い
取
っ
た
行
為
だ
け
を
非
と
す
る
が
、『
左
氏
伝
』
は
武
力
を

用
い
る
こ
と
自
体
を
非
難
し
て
い
る
。『
左
氏
伝
』
の
み
が
反
戦
的
言

辞
を
残
し
て
い
る
の
は
珍
し
い
。

⑩
宣
公
十
二
年
（
前
五
九
七
年
）

（
経
）
楚
子
、
鄭
を
囲
む
。
夏
六
月
乙
卯
、
晋
の
荀
林
父
、
師
を
帥
い
て
、

楚
子
と
邲ひ

つ

に
戦
い
、
晋
師
、
敗
績
す
。

（
公
）（
前
略
）
荘
王
曰
く
、「
嘻
、
吾
ら
両
君
相
好
ま
ざ
る
の
み
、
百

姓
何
ぞ
罪
あ
ら
ん
や
」
と
。
之
れ
に
令
し
て
師
を
還
し
晋
寇
を

佚の
が

れ
し
む
。

〔（
前
略
。
春
秋
時
代
有
数
の
大
戦
で
あ
る
「
邲
の
戦
」
に
つ
い
て

叙
述
。
楚
は
鄭
を
破
り
、鄭
を
救
援
に
来
た
晋
軍
を
邲
で
撃
破
。）

（
楚
の
）
荘
王
は
言
っ
た
、「
あ
あ
、
我
々
（
楚
・
晋
の
）
両
君

の
仲
が
悪
い
だ
け
だ
。
百
姓
に
何
の
罪
が
あ
ろ
う
か
」
と
。
命

令
を
発
し
て
楚
軍
を
戻
し
、
晋
軍
を
逃
が
し
て
や
っ
た
。〕

（
左
）（
前
略
）
楚
子
曰
く
、爾
の
知
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
夫
れ
「
戈
」

を
「
止
」
む
と
文
し
て
「
武
」
と
為
す
。（
中
略
）
夫
れ
武
と
は
、

暴
を
禁
じ
、
兵
を
戢お

さ

め
、
大
を
保
ち
、
功
を
定
め
、
民
を
安
ん
じ
、

衆
を
和
し
、
財
を
豊
か
に
す
る
な
り
。
故
に
子
孫
を
し
て
其
の

章
を
忘
る
無
か
ら
し
む
。今
、我
は
二
国
を
し
て
骨
を
暴
さ
し
む
、

暴
な
り
。兵
を
観し

め

し
て
以
て
諸
侯
を
威
す
、兵
戢
ま
ら
ざ
る
な
り
。

暴
に
し
て
戢
ま
ら
ざ
れ
ば
、
安い

ず

く
ん
ぞ
能
く
大
を
保
た
ん
。
猶

お
晋
の
在
る
有
り
、
焉
ん
ぞ
功
を
定
む
る
を
得
ん
。
民
欲
に
違

う
所
猶
お
多
し
、
民
何
ぞ
安
ん
ぜ
ん
。
徳
無
く
し
て
諸
侯
を
強

争
す
、
何
ぞ
以
て
衆
を
和
せ
ん
。
人
の
幾

あ
や
う

き
を
利
と
し
、
人
の

乱
を
安
ん
じ
、以
て
己
が
栄
と
為
す
、何
ぞ
以
て
財
を
豊
に
せ
ん
。

武
に
七
徳
有
る
も
、
我
は
一
も
無
し
。
何
を
以
て
か
子
孫
に
示

さ
ん
。
其
れ
先
君
の
宮
を
為
り
、
成
事
を
告
げ
ん
の
み
。
武
は

吾
が
功
に
非
ざ
る
な
り
。
古
、
明
王
は
不
敬
を
伐
ち
、
其
の
鯨

鯢
を
取
り
て
之
れ
を
封
し
、
以
て
大
戮
と
為
す
。
是
に
於
て
か

京
観
有
り
、
以
て
淫
慝
を
懲
ら
す
。
今
、
罪
は
所
無
く
、
而
し

て
民
は
皆
忠
を
尽
く
し
、
以
て
君
命
に
死
せ
り
。
又
何
ぞ
以
て

京
観
を
為
ら
ん
か
」
と
。
河
を
祀
り
て
先
君
の
宮
を
作
り
、
成
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事
を
告
げ
て
還
る
。

〔（
前
略
。
邲
で
晋
に
大
勝
し
た
楚
の
荘
王
に
、
晋
軍
の
死
体
を
集

め
て
戦
勝
記
念
の
「
京
観
（
大
き
な
築
山
）」
を
築
く
べ
き
と
進

言
。）
楚
の
荘
王
が
言
っ
た
、「
お
前
の
知
る
所
で
は
な
い
。「
戈
」

（
軍
事
）
を
「
止
」
め
る
と
書
い
て
「
武
」
と
な
る
。（
中
略
。『
詩

経
』
周
頌
を
引
用
し
、
周
の
武
王
が
殷
を
滅
ぼ
し
て
戦
を
止
め

た
こ
と
を
叙
述
。）
そ
も
そ
も
武
と
は
、
暴
を
禁
じ
、
戦
を
停
止

し
、
大
を
保
ち
、
功
を
定
め
、
民
を
安
ん
じ
、
衆
を
和
し
、
財

を
豊
か
に
す
る
も
の
だ
。
だ
か
ら
子
孫
に
そ
の
功
績
を
忘
れ
さ

せ
な
い
よ
う
に
す
る
の
だ
。
し
か
し
今
、
私
は
楚
・
晋
二
国
の

兵
士
た
ち
の
骨
を
戦
場
に
さ
ら
さ
せ
た
。
こ
れ
は
暴
で
あ
る
。

兵
力
を
誇
示
し
て
諸
侯
を
威
圧
し
た
。
こ
れ
で
は
戦
を
止
め
ら

れ
な
い
。
暴
に
し
て
戦
を
止
め
な
い
の
で
は
、
ど
う
し
て
大
を

保
つ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
晋
は
ま
だ
存
在
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

功
を
定
め
る
こ
と
も
で
き
ず
、
民
の
希
望
に
そ
む
く
こ
と
が
な

お
多
く
て
は
、
民
は
ど
う
し
て
安
ん
ぜ
よ
う
。
徳
も
無
い
の
に

諸
侯
と
争
う
ば
か
り
、
ど
う
し
て
衆
を
和
せ
ら
れ
よ
う
。
人
の

危
難
を
利
用
し
、
人
の
混
乱
を
幸
い
と
し
、
そ
れ
ら
で
自
分
の

繁
栄
を
成
そ
う
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
財
を
豊
か
に
で
き
よ
う
。

「
武
」
の
七
つ
の
徳
の
う
ち
、
私
に
は
一
つ
も
な
い
。
何
を
も
っ

て
子
孫
に
自
慢
で
き
よ
う
。
せ
い
ぜ
い
先
君
の
廟
宮
を
作
り
、

戦
勝
を
ご
報
告
す
れ
ば
十
分
。「
武
」
は
私
の
功
績
に
は
当
た
ら

な
い
。
い
に
し
え
、
聖
王
は
不
敬
の
国
を
攻
め
、
そ
の
首
魁
を

捕
ま
え
て
大
き
な
築
山
を
作
り
、
そ
こ
で
処
刑
を
行
っ
た
。
そ

の
場
合
こ
そ
京
観
を
設
け
、
大
罪
の
懲
ら
し
め
と
す
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
今
回
は
晋
に
大
罪
は
無
く
、
そ
れ
な
の
に
民
は
み

な
忠
誠
を
尽
く
し
、
君
主
の
命
令
で
戦
死
し
た
の
だ
。
ど
う
し

て
京
観
な
ど
作
れ
よ
う
か
」
と
。
荘
王
は
河
神
を
祀
っ
て
先
君

の
廟
宮
を
作
り
、
戦
勝
を
報
告
し
て
引
き
上
げ
た
。〕

　

『
公
羊
伝
』『
左
氏
伝
』
と
も
、
邲
の
戦
で
大
勝
し
た
楚
の
荘
王
が
戦

争
そ
の
も
の
を
悔
い
、
自
省
す
る
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
特
に
『
左
氏

伝
』
は
荘
王
に
「
武
」
（
戦
争
）
の
本
義
を
説
か
せ
、
民
衆
の
立
場
に

も
配
慮
し
た
奥
の
深
い
議
論
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。「
絶
対
平
和
主
義
」

で
は
な
い
に
せ
よ
、
戦
争
に
慎
重
な
態
度
を
良
し
と
す
る
思
想
が
う
か

が
え
る
。
し
か
し
、『
穀
梁
伝
』
に
は
邲
の
戦
に
つ
い
て
一
切
言
及
が

な
い
。

⑪
宣
公
十
五
年
（
前
五
九
四
年
）

（
経
）
夏
五
月
、
宋
人
、
楚
人
と
平
ら
ぐ
。

（
公
）
外
の
平
は
書
か
ず
。
此
れ
何
ぞ
以
て
書
け
る
や
。
其
の
平
ら
ぐ

を
大
と
す
る
の
み
な
り
。
何
ぞ
其
の
平
ら
ぐ
を
大
と
す
る
の
み

や
。（
中
略
）故
に
君
子
は
其
の
平
ら
ぐ
を
大
と
す
る
の
み
な
り
。

此
れ
皆
大
夫
な
る
も
、
其
れ
「
人
」
と
称
す
る
は
何
ぞ
や
。
貶

す
れ
ば
な
り
。
曷
為
れ
ぞ
貶
せ
ん
。
平
の
下
に
在
れ
ば
な
り
。

〔
外
の
和
平
は
（
普
通
は
）
書
か
な
い
の
に
、
こ
こ
で
は
ど
う
し

て
書
い
て
い
る
の
か
。（
二
大
夫
に
よ
り
）
和
平
が
実
現
し
た
こ
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と
を
大
事
と
み
な
し
た
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
和
平
の
実
現
を
大

事
と
す
る
の
か
。（
中
略
。
楚
の
荘
王
は
宋
を
囲
ん
だ
が
糧
食
が

七
日
分
し
か
な
く
、そ
れ
が
尽
き
た
ら
撤
兵
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
大
夫
の
司
馬
子
反
に
宋
の
城
を
探
ら
せ
た
と
こ
ろ
、

同
様
に
楚
の
情
勢
を
探
り
に
出
た
宋
の
大
夫
・
華
元
と
遭
遇
し

た
。
華
元
は
子
を
取
り
換
え
て
食
い
あ
い
、
死
者
の
骨
を
薪
に

す
る
ほ
ど
の
宋
の
惨
状
を
正
直
に
吐
露
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
誠

心
に
感
じ
入
っ
た
司
馬
子
反
も
楚
の
糧
食
が
わ
ず
か
で
あ
る
こ

と
を
告
白
し
、
帰
っ
て
楚
の
荘
王
を
説
得
し
軍
を
引
い
た
結
果
、

和
平
が
も
た
ら
さ
れ
た
逸
話
を
詳
述
。）
だ
か
ら
君
子
は
二
大
夫

に
よ
る
和
平
の
実
現
を
大
事
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
い
ず

れ
も
大
夫
な
の
に
、
な
ぜ
「
人
」（
君
主
の
意
）
と
称
し
て
い
る

の
か
。貶
め
て
で
あ
る
。な
ぜ
貶
め
る
の
か
。和
平
が
臣
下
に
よ
っ

て
実
現
し
た
か
ら
で
あ
る
。〕

（
穀
）「
平
ら
ぐ
」
と
は
成
な
り
。
其
の
力
を
量は

か

り
て
義
に
反か

え

る
を
善よ

み

す
れ
ば
な
り
。「
人
」
と
は
、
衆
辞
な
り
。
平
ら
ぐ
に
衆
を
称
す

る
は
、
上
下
之
れ
を
欲
す
る
な
り
。
外
の
平
は
道い

わ
ず
。
吾
人

の
焉こ

れ

に
存
す
る
を
以
て
之
れ
を
道
う
な
り
。

〔「
平
ら
ぐ
」
は
（
正
道
を
も
っ
て
）
成
っ
た
の
で
あ
る
。
両
国
が

力
を
は
か
っ
て
正
義
に
か
え
っ
た
こ
と
を
ほ
め
た
の
で
あ
る
。

「
人
」
と
は
衆
の
意
で
あ
る
。
和
平
に
「
衆
」
と
い
う
表
現
を
用

い
る
の
は
、
上
下
が
と
も
に
欲
し
た
た
め
で
あ
る
。
外
国
同
士

の
和
平
は
（
普
通
は
）
言
わ
な
い
。（
こ
こ
で
は
）
我
が
国
（
魯
）

の
人
間
が
そ
の
場
に
い
た
た
め
特
別
に
言
っ
た
の
で
あ
る
。〕

　

『
公
羊
伝
』『
穀
梁
伝
』
と
も
、
楚
の
司
馬
子
反
と
宋
の
華
元
の
腹
蔵

な
い
言
動
を
き
っ
か
け
と
し
た
和
平
の
成
就
を
ほ
め
て
い
る
が
、
特
に

『
穀
梁
伝
』
は
民
衆
が
そ
れ
を
望
ん
だ
こ
と
を
特
記
し
て
い
る
。
な
お
、

『
左
氏
伝
』
に
も
事
態
の
経
緯
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述
は
あ
る
が
、

和
平
を
評
価
す
る
よ
う
な
言
辞
は
な
い
。

⑫
成
公
十
二
年
（
前
五
七
九
年
）

（
経
）
な
し
。

（
左
）（
前
略
）
其
れ
乱
る
る
に
及
ぶ
や
、
諸
侯
貪
冒
し
、
侵
欲
忌
ま
ず
、

尋
常
を
争
い
て
以
て
其
の
民
を
尽
く
し
、
其
の
武
夫
を
略
り
て

以
て
己
が
腹
心
・
股
肱
・
爪
牙
と
為
す
。（
後
略
）

〔（
前
略
。晋
の
使
節
の
卻げ

き

し至
が
楚
の
公
子
子
反
と
対
話
す
る
中
で
）

世
が
乱
れ
て
く
る
と
、
諸
侯
は
貪
欲
に
な
り
、
侵
略
に
う
つ
つ

を
ぬ
か
し
、
わ
ず
か
な
土
地
を
争
っ
て
民
衆
を
死
に
追
い
や
り
、

武
将
を
と
り
こ
ん
で
自
分
の
腹
心
・
股
肱
・
爪
牙
に
し
ま
す
。（
後

略
）〕

　

『
左
氏
伝
』
の
独
自
記
事
で
あ
る
。
春
秋
時
代
の
乱
世
の
状
況
を
端

的
に
示
し
て
い
る
。

⑬
襄
公
十
四
年
（
前
五
五
九
年
）

（
経
）
な
し
。

（
左
）
師
曠
、
晋
侯
に
侍
す
。
晋
侯
曰
く
、「
衛
人
、
其
の
君
を
出
だ
す
。
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亦
た
甚
し
か
ら
ず
や
」
と
。
対
し
て
曰
く
、「
或
い
は
其
れ
君
こ

そ
実
に
甚
し
き
か
な
。
良
君
は
将
に
善
を
賞
し
淫
を
刑
し
、
民

を
養
う
こ
と
子
の
如
く
、
之
れ
を
蓋お

お

う
こ
と
天
の
如
く
、
之
れ

を
容
る
る
こ
と
地
の
如
く
せ
ん
と
す
。
民
は
其
の
君
を
奉
じ
、

之
れ
を
愛
す
る
こ
と
父
母
の
如
く
、
之
れ
を
仰
ぐ
こ
と
日
月
の

如
く
、
之
れ
を
敬
う
こ
と
神
明
の
如
く
、
之
れ
を
畏
れ
る
こ
と

雷
霆
の
如
し
。
其
れ
出
だ
す
可
け
ん
や
。
夫
れ
君
は
、
神
の
主

な
り
、
民
の
望
な
り
。
若
し
民
を
困

く
る
し

め
る
主
に
し
て
、
神
の
祀

を
匱

む
な
し

く
す
れ
ば
、
百
姓
は
絶
望
し
、
社
稷
は
主
無
し
。
将
に
安

く
ん
ぞ
之
れ
を
用
い
ん
。
去
ら
ず
し
て
何
を
か
為
さ
ん
や
。
天

の
民
を
生
じ
之
れ
が
君
を
立
つ
る
は
、
之
れ
を
司
牧
し
、
性
を

失
う
こ
と
勿
か
ら
し
め
ん
と
す
。（
中
略
。
以
下
、
政
治
を
補
佐

す
る
た
め
に
百
官
が
お
り
、
庶
民
に
親
族
友
人
が
お
り
、
み
な

そ
れ
ぞ
れ
の
職
分
を
通
じ
て
政
治
を
議
論
し
意
見
を
述
べ
て
正

し
い
政
治
を
求
め
る
の
だ
、
と
論
じ
る
。）
天
の
民
を
愛
す
る
こ

と
甚
し
。
豈
に
其
れ
一
人
を
し
て
民
上
に
肆

ほ
し
い
ま
まに

し
、
以
て
其
の

淫
に
従
わ
し
め
、天
地
の
性
を
棄
て
ん
や
。必
ず
や
然
ら
ざ
ら
ん
」

と
。

〔（
楽
師
の
）
師
曠
が
晋
侯
に
侍
し
て
い
た
。
晋
侯
が
「
衛
の
人
が

君
主
を
追
い
出
し
た
。
な
ん
と
ひ
ど
い
話
で
は
な
い
か
」
と
言

う
と
、
師
曠
が
答
え
た
。「
あ
る
い
は
そ
の
君
主
こ
そ
実
は
ひ
ど

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
良
君
は
善
を
賞
し
邪
悪
を
刑
し
、
民

を
養
う
こ
と
我
が
子
の
ご
と
く
、
覆
い
守
る
こ
と
天
の
ご
と
く
、

包
容
す
る
こ
と
地
の
ご
と
く
あ
ろ
う
と
し
ま
す
。
そ
こ
で
民
は

君
主
を
奉
戴
し
、
愛
す
る
こ
と
父
母
の
ご
と
く
、
仰
ぐ
こ
と
日

月
の
ご
と
く
、
敬
う
こ
と
神
霊
の
ご
と
く
、
畏
怖
す
る
こ
と
雷

の
ご
と
く
す
る
の
で
す
。
そ
ん
な
君
主
で
あ
れ
ば
、
追
放
な
ど

す
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
君
主
は
、
神
の
祭
り
手

で
あ
り
、
民
の
仰
ぎ
望
む
存
在
で
す
。
も
し
民
を
困
窮
さ
せ
、

神
の
祭
り
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
君
主
な
ら
ば
、
民
衆
は
絶
望
し
、

社
稷
（
国
家
）
は
祭
り
手
を
失
い
ま
す
。
そ
ん
な
君
主
に
何
の

用
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
除
き
去
ら
な
い
で
お
く
は
ず
が
あ
り
ま

せ
ん
。
天
が
民
を
生
み
、
そ
れ
に
君
主
を
立
て
た
の
は
、
民
を

教
え
導
き
、
本
性
を
失
わ
せ
な
い
た
め
で
す
。（
中
略
）
天
が
民

を
愛
す
る
の
は
、
こ
れ
ほ
ど
に
重
大
な
の
で
す
。
ど
う
し
て
君

主
一
人
を
民
の
上
に
位
置
づ
け
て
の
さ
ば
ら
せ
、
邪
悪
な
欲
望

の
追
求
を
許
し
、
民
を
覆
い
包
容
す
る
天
地
の
本
性
を
棄
て
去

る
よ
う
な
こ
と
を
す
る
で
し
ょ
う
か
。
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は

し
ま
せ
ん
」。

　

対
応
す
る
経
文
の
な
い
、
し
た
が
っ
て
『
左
氏
伝
』
独
自
の
記
事
で

あ
る
。
楽
師
の
師
曠
の
口
を
借
り
て
、
君
主
は
徳
治
政
治
を
目
指
す
べ

き
こ
と
を
縷
々
述
べ
て
い
る
。儒
家
文
献
に
定
番
の
語
り
口
で
あ
る
が
、

徳
治
政
治
を
行
え
な
い
悪
君
は
追
放
さ
れ
て
当
然
、
と
い
う
観
念
が
明

言
さ
れ
て
お
り
、『
孟
子
』
の
革
命
説
に
も
通
じ
る
過
激
さ
が
見
て
取

れ
る
。『
公
羊
伝
』『
穀
梁
伝
』
が
礼
の
理
念
や
（
多
分
に
）
形
式
的
な

道
徳
を
説
く
ケ
ー
ス
が
多
い
の
に
対
し
、『
左
氏
伝
』
は
詳
細
な
歴
史
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事
実
（
と
お
ぼ
し
き
情
報
）
を
淡
々
と
叙
述
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ

ん
な
中
で
『
左
氏
伝
』
に
の
み
こ
の
よ
う
な
近
代
民
主
国
家
の
理
念
の

よ
う
な
理
想
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

⑭
襄
公
二
五
年
（
前
五
四
八
年
）

（
経
）
な
し
。

（
左
）
趙
文
子
、
政
と
為
る
や
、
諸
侯
の
幣
を
薄
く
せ
し
め
て
其
の
礼

を
重
ん
ず
。
穆
叔
之
れ
に
見
え
る
や
、穆
叔
に
謂
い
て
曰
く
、「
今

よ
り
以
往
、
兵
は
其
れ
少
し
く
弭や

ま
ん
。
斉
の
崔
・
慶
、
新
た

に
政
を
得
て
、
将
に
善
を
諸
侯
に
求
め
ん
と
せ
ん
。
武
や
、
楚

の
令
尹
を
知
る
。
若
し
敬
み
て
其
の
礼
を
行
い
、
之
れ
を
道

み
ち
び

く

に
文
辞
を
以
て
し
、
以
て
諸
侯
を
靖
ん
ず
れ
ば
、
兵
以
て
弭
む

可
け
ん
」
と
。

〔
趙
文
子
（
趙
武
。
晋
の
卿
の
一
人
）
は
晋
の
執
政
と
な
る
と
、

諸
侯
に
課
す
礼
物
を
軽
減
し
、
礼
遇
を
厚
く
し
た
。
穆
叔
（
魯

の
卿
の
叔
孫
氏
の
一
人
）
が
面
会
す
る
と
、
趙
文
子
は
穆
叔
に

こ
う
言
っ
た
。「
こ
れ
か
ら
先
は
、
戦
争
が
少
し
減
っ
て
い
く
で

し
ょ
う
。
斉
で
は
崔
氏
・
慶
氏
が
新
た
に
政
権
を
得
て
、
こ
れ

か
ら
よ
し
み
を
諸
侯
に
求
め
る
で
し
ょ
う
。
私
（
趙
武
）
は
、

楚
の
令
尹
（
屈
建
）
と
旧
知
で
す
。
も
し
晋
が
楚
に
謹
ん
で
礼

を
行
い
、
言
葉
遣
い
に
配
慮
し
て
楚
を
和
平
に
い
ざ
な
い
、
そ

れ
で
諸
侯
を
安
心
さ
せ
ら
れ
れ
ば
、戦
争
は
や
め
ら
れ
る
で
し
ょ

う
」。〕

　

こ
れ
も
注
目
す
べ
き
記
事
で
あ
る
。
長
年
二
大
国
と
し
て
覇
権
を

争
っ
て
き
た
晋
・
楚
の
う
ち
、
晋
が
率
先
し
て
平
和
外
交
を
打
ち
出
す

こ
と
で
戦
争
の
停
止
が
実
現
可
能
、
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
も
『
左
氏
伝
』
独
自
の
記
事
で
あ
り
、
こ
こ
に
見
え
る
趙
文
子
（
趙

武
）
の
発
言
の
信
憑
性
は
疑
わ
し
い
が
、事
実
二
年
後
（
襄
公
二
七
年
、

前
五
四
六
年
）
に
は
趙
文
子
の
唱
導
に
よ
る
宋
の
会
（
弭
兵
の
会
）
が

実
現
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
全
く
架
空
の
発
言
と
は
考
え
に
く
い
。
大

国
が
自
覚
的
に
平
和
外
交
を
行
う
こ
と
で
戦
争
の
抑
止
は
可
能
に
な

る
、
と
い
う
儒
家
の
徳
治
政
治
の
理
念
を
よ
く
示
し
て
お
り
、
さ
ら
に

は
『
塩
鉄
論
』
に
見
え
る
「
絶
対
平
和
主
義
」
に
も
つ
な
が
り
う
る
理

念
と
言
え
る
。

⑮
襄
公
二
七
年
（
前
五
四
六
年
）

（
経
）
夏
、
叔
孫
豹
、
晋
の
趙
武
・
楚
の
屈
建
・
蔡
の
公
孫
帰
生
・
衛

の
石
悪
・
陳
の
孔
奐
・
鄭
の
良
霄
・
許
人
・
曹
人
に
宋
に
会
す
。

（
左
）
宋
の
向

し
ょ
う

戌じ
ゅ
つ、趙

文
子
と
善
く
し
、又
令
尹
子
木
と
も
善
く
す
れ
ば
、

諸
侯
の
兵
を
弭や

め
し
め
以
て
名
を
為
さ
ん
と
欲
す
。
晋
に
如
き
、

趙
孟
に
告
ぐ
。
趙
孟
、
諸
大
夫
に
謀
る
。
韓
宣
子
曰
く
、「
兵
は
、

民
の
残
に
し
て
、
財
用
の
蠹と

な
り
、
小
国
の
大
菑
な
り
。
将
に

或
い
は
之
れ
を
弭
め
ん
と
す
れ
ば
、
可
な
ら
ず
と
曰
う
と
雖
も
、

必
ず
将
に
之
れ
を
許
せ
。
許
さ
ず
ん
ば
、
楚
、
将
に
之
れ
を
許

し
て
、
以
て
諸
侯
を
召
さ
ん
と
す
。
則
ち
、
我
、
盟
主
為
る
を

失
わ
ん
」
と
。
晋
人
、
之
れ
を
許
す
。
楚
に
如
く
。
楚
も
亦
た
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之
れ
を
許
す
。
斉
に
如
く
。
斉
人
、
之
れ
を
難
し
と
す
。
陳
文

子
曰
く
、「
晉
・
楚
、
之
れ
を
許
す
。
我
、
焉

い
ず
く

ん
ぞ
已
む
を
得
ん
。

且
つ
人
の
『
兵
を
弭
め
ん
』
と
曰
う
に
、
我
許
さ
ず
ん
ば
、
則

ち
固も

と

よ
り
吾
が
民
を
攜は

な

さ
ん
。
将は

た

焉
ん
ぞ
之
れ
を
用
い
ん
」
と
。

斉
人
、之
れ
を
許
す
。
秦
に
告
ぐ
。
秦
も
亦
た
之
れ
を
許
す
。
皆
、

小
国
に
告
げ
、
会
を
宋
に
為
さ
ん
と
す
。（
後
略
。
宋
の
会
は
、

楚
の
子
木
（
屈
建
）
が
兵
の
服
の
内
側
に
甲
冑
を
着
せ
て
集
ま
っ

た
諸
侯
を
急
襲
さ
せ
る
陰
謀
を
企
て
る
な
ど
一
時
緊
迫
す
る
が
、

な
ん
と
か
無
事
に
済
ん
だ
。）

〔
宋
の
向

し
ょ
う

戌じ
ゅ
つは

、晋
の
趙
文
子
と
も
楚
の
令
尹
子
木
と
も
懇
意
だ
っ

た
の
で
、
諸
侯
間
の
戦
争
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
で
名
声
を
得
よ

う
と
考
え
た
。
そ
こ
で
晋
に
行
き
、
趙
孟
（
趙
文
子
）
に
計
画

を
告
げ
た
。
趙
孟
が
晋
の
諸
大
夫
に
相
談
す
る
と
、
韓
宣
子
が

言
っ
た
。「
戦
争
は
民
衆
を
残
酷
に
殺
し
、
国
費
を
虫
の
よ
う
に

食
い
荒
ら
し
、
小
国
の
大
き
な
災
い
で
あ
る
。
も
し
誰
か
が
戦

争
を
や
め
よ
う
と
言
い
出
し
た
ら
、
不
可
能
だ
と
い
う
意
見
が

あ
っ
て
も
、と
に
か
く
受
け
入
れ
る
べ
き
だ
。受
け
入
れ
な
い
と
、

楚
の
方
が
か
え
っ
て
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
、
諸
侯
を
糾
合
し
よ

う
と
す
る
だ
ろ
う
。
そ
う
な
っ
た
ら
我
ら
晋
は
、
盟
主
の
地
位

を
失
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。」
そ
こ
で
晋
の
人
々
は
向
戌
の
計
画

を
受
け
入
れ
た
。
楚
に
行
く
と
、
楚
も
計
画
を
承
諾
し
た
。
斉

に
行
く
と
、
斉
の
人
々
が
難
色
を
示
し
た
。
し
か
し
陳
文
子
が
、

「
晋
も
楚
も
承
諾
し
た
の
だ
。
ど
う
し
て
我
ら
斉
だ
け
が
反
対
で

き
よ
う
。『
戦
争
を
や
め
よ
う
』
と
唱
え
る
人
が
い
る
の
に
、
我

ら
斉
が
そ
れ
を
拒
絶
し
た
ら
、
民
衆
は
離
反
し
て
し
ま
い
、
彼

ら
を
動
員
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
た

め
、
斉
も
承
諾
し
た
。
秦
に
報
告
す
る
と
、
秦
も
承
諾
し
た
。

晋
楚
斉
秦
の
大
国
は
み
な
配
下
の
小
国
に
告
げ
、
戦
争
停
止
の

た
め
の
会
盟（
弭
兵
の
会
）を
宋
で
結
ぶ
こ
と
と
し
た
。（
後
略
）〕

　

小
国
・
宋
の
向
戌
が
晋
の
趙
孟
（
趙
文
子
）
ら
と
実
現
に
こ
ぎ
つ
け

た
「
弭
兵
の
会
」（
宋
の
会
）
で
あ
る
。「
弭
兵
」（
戦
争
停
止
）
を
唱

え
る
者
が
出
た
ら
と
に
か
く
賛
同
し
な
け
れ
ば
諸
侯
や
民
衆
の
離
反
を

招
く
、
と
い
う
韓
宣
子
や
陳
文
子
の
言
か
ら
、
戦
乱
の
絶
え
な
い
春
秋

時
代
に
あ
っ
て
も
社
会
全
体
に
は
通
奏
低
音
の
よ
う
に
「
反
戦
思
想
」

が
息
づ
い
て
お
り
、
き
っ
か
け
さ
え
あ
れ
ば
社
会
の
表
舞
台
に
吹
き
出

し
、
現
実
主
義
に
堕
し
が
ち
な
為
政
者
た
ち
も
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
圧

力
を
示
し
た
こ
と
が
わ
か
る14

。

　

お
お
む
ね
以
上
の
十
五
例
が
春
秋
三
伝
に
垣
間
見
ら
れ
る
反
戦
的
言

辞
で
あ
る
。
そ
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、『
塩
鉄
論
』
で
賢
良
・
文

学
が
唱
え
た
「
絶
対
平
和
主
義
」
に
も
つ
な
が
り
う
る
観
念
が
見
ら
れ

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
乱
世
の
春
秋
時
代
で
あ
る
か
ら
、
弭
兵
の
会
に

代
表
さ
れ
る
会
盟
に
よ
る
和
平
も
長
続
き
は
せ
ず
、
数
年
で
戦
端
が
再

開
す
る
の
が
常
だ
っ
た
。そ
ん
な
時
代
を
対
象
と
す
る
歴
史
書
ら
し
く
、

数
限
り
な
い
戦
乱
の
記
事
に
対
し
反
戦
的
言
辞
を
付
す
ど
こ
ろ
か
、
む

し
ろ
戦
う
こ
と
が
正
義
で
あ
る
と
戦
争
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
場
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合
も
あ
る
。「
絶
対
平
和
主
義
」
と
い
う
理
想
論
な
ど
消
し
飛
ん
で
し

ま
う
よ
う
な
過
酷
な
現
実
を
見
つ
め
た
春
秋
三
伝
の
屈
折
し
た
戦
争
観

を
看
取
す
る
た
め
に
、
こ
こ
か
ら
は
あ
え
て
戦
争
に
肯
定
的
な
言
辞
を

抽
出
し
、そ
れ
ら
の
相
互
比
較
を
し
て
み
た
い
。
以
下
、ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
を
付
し
て
年
次
を
示
し
て
い
く
。

Ａ
．
隠
公
十
年
（
前
七
一
三
年
）

（
経
）
六
月
壬
戌
、
公
、
宋
の
師
を
菅
に
敗
る
。
辛
未
、
郜
を
取
り
、

辛
巳
、
防
を
取
る
。

（
公
）
邑
を
取
る
は
日
せ
ざ
る
に
、
此
れ
何
ぞ
以
て
日
せ
る
や
。
一
月

に
再
取
す
れ
ば
な
り
。
何
ぞ
一
月
に
再
取
す
る
を
言
う
か
。
之

れ
を
甚
し
と
す
れ
ば
な
り
。
内
の
大
悪
は
諱
む
に
、
此
れ
其
れ

之
れ
を
甚
し
と
言
う
は
何
ぞ
や
。『
春
秋
』
は
内
を
録
し
外
を
略

し
、
外
に
於
て
は
大
悪
な
れ
ば
書
き
、
小
悪
な
れ
ば
書
か
ず
、

内
に
於
て
は
大
悪
な
れ
ば
諱
み
、
小
悪
な
れ
ば
書
く
。

〔
邑
を
取
っ
て
も
（
通
常
は
）
日
を
記
さ
な
い
の
に
、
こ
こ
で
は

ど
う
し
て
日
を
記
し
て
い
る
の
か
。
一
カ
月
の
間
に
二
カ
所
を

取
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
一
カ
月
に
二
カ
所
を
取
っ
た
こ
と

を
言
う
の
か
。「
ひ
ど
い
」こ
と
と
見
な
す
か
ら
で
あ
る
。
内（
魯

国
内
）
の
大
き
な
悪
事
は
（
記
す
の
を
）
忌
避
す
る
の
に
、
こ

こ
で
は
こ
れ
を
「
ひ
ど
い
」
と
言
う
の
は
な
ぜ
か
。『
春
秋
』
は
、

内
に
つ
い
て
は
詳
録
し
て
外
に
つ
い
て
は
略
述
し
、
外
に
関
し

て
は
大
悪
で
あ
れ
ば
書
き
、
小
悪
な
ら
ば
書
か
ず
、
内
に
関
し

て
は
大
悪
は
書
く
の
を
忌
避
し
、
小
悪
は
書
く
の
で
あ
る
。〕

（
穀
）
内
は
戦
を
言
わ
ず
、
其
の
大
な
る
を
挙
ぐ
る
な
り
。
邑
を
取
る

は
日
せ
ざ
る
に
、
此
れ
其
れ
日
す
る
は
何
ぞ
や
。
不
正
に
し
て

其
れ
人
を
敗
る
に
乗
じ
て
深
く
利
を
為
し
、
二
邑
を
取
る
。
故

に
謹
み
て
之
れ
を
日
す
る
な
り
。

〔
内
（
魯
国
内
）
に
は
戦
争
を
言
わ
ず
、
重
大
な
方
（
敗
）
を
挙

げ
る
の
で
あ
る
。
邑
を
取
っ
て
も
（
通
常
は
）
日
を
記
さ
な
い

の
に
、
こ
こ
で
は
ど
う
し
て
日
を
記
し
て
い
る
の
か
。（
魯
が
）

不
正
に
も
人
（
宋
）
を
破
っ
た
の
に
乗
じ
て
利
を
貪
り
、
二
邑

を
取
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
譏
っ
て
日
を
記
し
た
の
で
あ
る
。〕

（
左
）
六
月
戊
申
、
公
、
斉
侯
・
鄭
伯
と
老
桃
に
会
す
。
壬
戌
、
公
、

敗
宋
の
師
を
菅
に
敗
る
。
庚
午
、
鄭
の
師
、
郜
に
入
り
、
辛
未
、

我
に
帰お

く

る
。
庚
辰
、
鄭
の
師
、
防
に
入
る
。
辛
巳
、
我
に
帰
る
。

君
子
謂
え
ら
く
、
鄭
の
荘
公
、
是
こ
に
於
て
や
正
と
謂
う
可
し
。

王
命
を
以
て
庭
せ
ざ
る
を
討
つ
も
、
其
の
土
を
貪
ら
ず
、
以
て

王
爵
を
労

ね
ぎ
ら

う
は
、
正
の
体
な
り
、
と
。

〔
六
月
戊
申
、
隠
公
は
斉
侯
・
鄭
伯
と
老
桃
で
会
合
し
た
。
壬
戌
、

公
は
宋
軍
を
菅
で
破
っ
た
。
庚
午
、
鄭
軍
は
郜
に
攻
め
入
り
、

辛
未
、
我
ら
魯
に
郜
を
贈
っ
て
き
た
。
庚
辰
、
鄭
軍
は
防
に
攻

め
入
り
、
辛
巳
、
我
ら
魯
に
防
を
贈
っ
て
き
た
。
君
子
が
評
す

る
に
、
鄭
の
荘
公
の
こ
う
し
た
振
る
舞
い
は
正
し
い
と
言
え
る
。

王
命
を
も
っ
て
朝
廷
に
出
仕
し
な
か
っ
た
宋
を
攻
め
、
取
っ
た

土
地
を
む
さ
ぼ
ら
ず
、
王
爵
を
受
け
た
魯
へ
の
ね
ぎ
ら
い
と
し

た
の
は
、
正
義
を
体
現
し
て
い
る
、
と
。〕
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『
公
羊
伝
』『
穀
梁
伝
』
は
魯
が
鄭
の
お
か
げ
で
宋
の
郜
・
防
を
得
た

こ
と
を
非
難
し
て
い
る
。
つ
ま
り「
取
り
す
ぎ
」へ
の
非
難
で
あ
る
。『
左

氏
伝
』
は
魯
に
つ
い
て
は
沈
黙
し
、
郜
・
防
を
魯
に
与
え
た
鄭
の
荘
公

の
行
為
を
正
し
い
と
評
価
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
春
秋
三
伝
と
も

周
へ
の
出
仕
を
怠
っ
た
理
由
で
諸
国
が
宋
を
攻
撃
し
た
こ
と
は
肯
定
し

て
お
り
、「
絶
対
平
和
主
義
」
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
観
念
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

Ｂ
．
桓
公
七
年
（
前
七
〇
五
年
）

（
経
）
七
年
春
二
月
己
亥
焚
咸
丘

（
公
）「
焚
」
と
は
何
ぞ
や
。
之
れ
を
「
樵
」
す
る
な
り
。
之
れ
を
樵
す

る
と
は
何
ぞ
や
。
火
を
以
て
攻
む
る
な
り
。
何
ぞ
火
を
以
て
攻

む
る
を
言
う
や
。
始
め
て
火
を
以
て
攻
む
る
を
疾に

く

め
ば
な
り
。

〔「
焚
し
た
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
樵
し
た
の
で
あ
る
。
樵

し
た
と
は
、ど
う
い
う
こ
と
か
。
火
で
攻
め
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、

火
で
攻
め
た
こ
と
を
言
う
の
か
。
始
め
て
火
で
攻
め
た
こ
と
を

に
く
ん
で
で
あ
る
。（
後
略
）

（
穀
）
其
れ
「
邾
鹹
丘
」
を
言
わ
ざ
る
は
何
ぞ
や
。
其
の
火
を
以
て
攻

む
る
を
疾
め
ば
な
り
。

〔「
邾
咸
丘
」
と
言
わ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
火
を
用
い
て
攻
め
た
こ

と
を
に
く
ん
で
で
あ
る
。〕

　

「
火
攻
め
」
が
非
難
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
「
火
攻
め
」
以
外
の
攻
撃

な
ら
ば
許
容
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
。
戦
争
の
方
法
は
問
題
に
さ
れ
て

い
る
が
、
戦
争
そ
の
も
の
は
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。

Ｃ
．
僖
公
二
二
年
（
前
六
三
八
年
）

（
経
）
冬
十
有
一
月
己
巳
朔
、
宋
公
、
楚
人
と
泓お

う

に
戦
い
、
宋
師
、
敗

績
す
。

（
公
）（
前
略
）
故
に
君
子
、
其
の
列
の
成
ら
ざ
る
を
鼓
せ
ざ
る
を
大
と

す
。
大
事
に
臨
み
て
大
礼
を
忘
れ
ず
。
君
有
れ
ど
も
臣
無
し
。

以
為
ら
く
、
文
王
の
戦
と
雖
も
、
亦
た
此
れ
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
、

と
。

〔（
前
略
。
宋
の
襄
公
が
楚
の
軍
陣
が
整
う
の
を
み
す
み
す
待
っ
た

た
め
に
敗
れ
た
さ
ま
を
記
述
。）
だ
か
ら
君
子
は
、
ま
だ
整
っ
て

い
な
か
っ
た
楚
の
陣
列
を
攻
撃
し
な
か
っ
た
襄
公
の
行
為
を
大

と
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
襄
公
は
大
事
に
臨
ん
で
も
大
礼
を
忘

れ
な
か
っ
た
が
、（
残
念
な
が
ら
）
礼
節
あ
る
君
主
は
い
た
が
そ

れ
に
見
合
う
臣
下
が
い
な
か
っ
た
の
だ
。
恐
ら
く
文
王
の
戦
で

あ
っ
て
も
、
こ
れ
以
上
礼
に
か
な
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。〕

（
穀
）（
前
略
）
故
に
曰
く
、「
人
に
礼
し
て
答
え
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の

敬
を
反

か
え
り
みよ

。
人
を
愛
し
て
親
し
ま
れ
ず
ん
ば
、
則
ち
其
の
仁
を

反
よ
。人
を
治
め
て
治
ま
ら
ず
ん
ば
、則
ち
其
の
知
を
反
よ
」、「
過

ち
て
改
め
ず
、
之
れ
を
又
す
、
是
れ
之
れ
を
過
と
謂
う
」
と
。

襄
公
の
謂
な
り
。
古い

に
し
え者

、
甲
を
被
り
冑
を
嬰お

び

る
は
、
以
て
国
を

興
す
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
以
て
無
道
を
征
す
る
な
り
。
豈あ

に
以
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て
其
の
恥
に
報
ゆ
る
を
曰
わ
ん
や
。
宋
公
、
楚
人
と
泓
水
の
上

に
戦
う
。
司
馬
子
反
曰
く
、「
楚
衆お

お

く
、
我
少
し
。
険
に
鼓
し
て

之
れ
を
撃
た
ば
、
勝
つ
に
焉こ

れ

よ
り
幸
な
る
無
か
ら
ん
」
と
。
襄

公
曰
く
、「
君
子
は
人
の
危
う
き
を
推
さ
ず
、
人
の
厄
を
攻
め
ず
」

と
。
其
の
出
づ
る
を
須ま

つ
。
既
に
出
づ
る
も
、
旌は

た

は
上
に
乱
れ
、

陳
は
下
に
乱
る
。
子
反
曰
く
、「
楚
衆
く
、
我
少
し
。
之
れ
を
撃

た
ば
、勝
つ
に
焉
よ
り
幸
な
る
無
か
ら
ん
」
と
。
襄
公
曰
く
、「
列

成
ら
ず
ん
ば
鼓
さ
ず
」
と
。
其
の
列
の
成
る
を
須
ち
て
後
に
之

れ
を
撃
て
ば
、
則
ち
衆
は
敗
れ
身
は
焉
に
傷
つ
き
、
七
月
に
し

て
死
す
。
倍
す
れ
ば
則
ち
攻
め
、
敵
す
れ
ば
則
ち
戦
い
、
少
な

け
れ
ば
則
ち
守
る
。
人
の
以
て
人
為
る
所ゆ

え

ん以
の
者
は
、
言
な
り
。

人
に
し
て
言
う
能
わ
ざ
る
は
、
何
を
以
て
人
と
為
さ
ん
。
言
の

言
為
る
所
以
の
者
は
、
信
な
り
。
言
い
て
信
ぜ
ざ
れ
ば
、
何
を

以
て
言
と
為
さ
ん
。
信
の
信
為
る
所
以
の
者
は
、
道
な
り
。
信

に
し
て
道
た
ら
ざ
れ
ば
、
何
を
以
て
道
と
為
さ
ん
。
道
の
貴
き

者
は
時
な
り
、
其
の
行
い
は
勢
な
り
。

（
穀
）（
前
略
。
宋
の
襄
公
が
「
泓
の
戦
い
」
で
楚
に
大
敗
し
た
の
は
、

前
年
に
楚
に
捕
わ
れ
た
怨
み
を
晴
ら
す
た
め
に
起
こ
し
た
不
義

の
戦
だ
っ
た
か
ら
、
と
叙
述
。）
だ
か
ら
次
に
よ
う
に
言
う
、「
人

に
礼
を
尽
し
て
も
報
い
ら
れ
な
い
時
は
、
自
分
の
敬
意
が
足
り

な
か
っ
た
の
で
は
と
反
省
せ
よ
。
人
を
愛
し
て
も
相
手
か
ら
親

し
ま
れ
な
い
時
は
、
自
分
の
仁
愛
が
足
り
な
い
の
で
は
と
反
省

せ
よ
。
人
を
治
め
て
も
う
ま
く
治
ま
ら
な
い
時
は
、
自
分
の
知

恵
が
足
り
な
い
の
で
は
と
反
省
せ
よ
」（『
孟
子
』
離
婁
上
と
ほ

ぼ
同
文
）、「
過
ち
を
犯
し
て
改
め
ず
、
ま
た
犯
す
こ
と
を
、『
過
』

と
い
う
」（『
論
語
』
衛
霊
公
と
ほ
ぼ
同
文
）
と
。
襄
公
の
こ
と

を
言
っ
た
の
で
あ
る
。
昔
は
、
甲
（
よ
ろ
い
）
を
着
て
冑
（
か

ぶ
と
）
を
か
ぶ
る
の
は
、
国
を
興
こ
す
場
合
で
な
け
れ
ば
無
道

を
征
伐
す
る
場
合
だ
け
だ
っ
た
。
ど
う
し
て
そ
れ
で
恥
に
報
い

よ
う
か
。
宋
公
が
楚
人
と
泓
水
の
ほ
と
り
で
戦
お
う
と
す
る
と
、

司
馬
子
反
が
言
っ
た
。「
楚
軍
は
多
数
、
わ
が
軍
は
少
数
で
す
。

楚
が
険
に
あ
る
（
泓
水
を
渡
り
き
ら
な
い
）
う
ち
に
、
鼓
を
な

ら
し
て
撃
て
ば
、
勝
利
を
得
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。」
し
か
し

襄
公
は
、「
君
子
は
人
の
危
難
に
乗
じ
て
推
し
の
け
た
り
、
人
の

難
儀
に
つ
け
こ
ん
で
攻
撃
し
た
り
し
な
い
も
の
だ
」
と
言
っ
た
。

楚
軍
が
険
か
ら
出
る
（
泓
水
を
渡
り
き
る
）
の
を
待
っ
た
。
楚

軍
は
険
か
ら
出
た
が
、
旗
は
乱
れ
、
陣
も
乱
れ
て
い
た
。
子
反

が
言
っ
た
。「
楚
軍
は
多
数
、
わ
が
軍
は
少
数
で
す
。
い
ま
撃
て

ば
、勝
利
を
得
ら
れ
る
や
も
し
れ
ま
せ
ん
。」し
か
し
襄
公
は
、「
陣

列
が
整
わ
な
い
う
ち
は
、
攻
撃
し
な
い
も
の
だ
」
と
言
っ
た
。

楚
の
陣
列
が
整
う
の
を
待
っ
て
、
攻
撃
し
た
。
し
か
し
宋
軍
は

敗
れ
、
自
身
も
傷
を
負
っ
た
。
そ
し
て
七
ケ
月
後
に
死
去
し
た
。

兵
力
が
相
手
に
倍
す
れ
ば
攻
め
、
匹
敵
す
れ
ば
戦
い
、
少
な
け

れ
ば
守
る
の
が
常
道
で
あ
る
。
人
を
人
と
し
て
な
り
た
た
せ
る

も
の
は
、
言
で
あ
る
。
人
で
あ
っ
て
も
、
き
ち
ん
と
し
た
発
言

が
で
き
な
い
よ
う
で
は
、
ど
う
し
て
人
と
い
え
よ
う
か
。
言
を
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言
と
し
て
な
り
た
た
せ
て
い
る
も
の
は
、
信
で
あ
る
。
き
ち
ん

と
言
え
て
も
、
信
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
言
と
い
え
よ
う
か
。

信
を
信
と
し
て
な
り
た
た
せ
る
も
の
は
、道
で
あ
る
。
信
で
あ
っ

て
も
、
道
に
合
し
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
信
と
い
え
よ
う
か
。

道
と
し
て
貴
い
の
は
、
時
に
合
す
る
こ
と
で
あ
る
。
道
に
か
な

う
行
い
と
は
時
勢
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
。

（
左
）（
前
略
）
子
魚
曰
く
、「
君
未
だ
戦
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
勍
敵
の
人
、

隘
に
し
て
列
せ
ざ
る
は
、
天
の
我
を
賛
く
な
り
。
阻
に
し
て
之

れ
に
鼓
す
は
、
亦
た
可
な
ら
ず
や
。
猶
お
焉
を
怖
る
有
り
。
且

つ
今
の
勍
な
る
者
は
、
皆
吾
が
敵
な
り
。
胡
耇
に
及
ぶ
と
雖
も
、

獲
ば
則
ち
之
れ
を
取
る
。
何
ぞ
二
毛
を
有
ら
し
め
ん
や
。
恥
を

明
ら
か
に
し
戦
を
教
う
る
は
、
敵
を
殺
す
を
求
め
れ
ば
な
り
。

傷
未
だ
死
に
及
ば
ず
ん
ば
、
如
何
ぞ
重
ぬ
る
勿
か
ら
ん
。
若
し

傷
を
重
ぬ
る
を
愛
む
な
れ
ば
、
則
ち
傷
勿
き
が
如
し
。
其
の
二

毛
を
愛
む
な
れ
ば
、
則
ち
焉
に
服
す
る
が
如
し
」（
後
略
）

〔（
前
略
。『
孟
子
』『
論
語
』
の
引
用
を
除
い
て
ほ
ぼ
『
穀
梁
伝
』

と
同
内
容
。
さ
ら
に
敗
れ
た
襄
公
が
、「
二
毛
」（
白
髪
）
の
楚

王
へ
の
奇
襲
を
た
め
ら
っ
た
こ
と
を
叙
述
。）
宋
の
大
臣
の
子
魚

が
言
っ
た
。「
わ
が
君
は
戦
と
い
う
も
の
を
理
解
し
て
い
な
い
。

強
敵
が
険
隘
の
地
で
陣
を
整
え
て
い
な
い
の
は
、
天
が
こ
ち
ら

を
助
け
て
い
る
こ
と
。
虚
を
つ
い
て
急
襲
す
る
の
は
、
た
め
ら

う
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
勝
て
な
い
怖
れ
が
あ
る
の

だ
か
ら
。
そ
れ
に
今
の
強
い
者
た
ち
は
、
誰
で
も
皆
我
ら
の
敵

な
の
だ
。
た
と
え
老
人
と
い
え
ど
も
、
捕
ま
え
れ
ば
討
ち
取
る

だ
け
で
あ
る
。
白
髪
だ
か
ら
と
い
っ
て
生
か
し
て
お
く
こ
と
な

ど
な
い
。
恥
を
明
ら
か
に
し
戦
闘
を
教
え
る
の
は
、
敵
を
殺
す

こ
と
を
求
め
る
た
め
。
敵
の
傷
が
ま
だ
死
ぬ
ほ
ど
で
な
け
れ
ば
、

さ
ら
に
傷
つ
け
る
の
が
当
た
り
前
。
さ
ら
に
傷
つ
け
る
の
を
た

め
ら
う
ぐ
ら
い
な
ら
、
は
じ
め
か
ら
傷
つ
け
な
け
れ
ば
よ
い
。

白
髪
の
相
手
の
身
を
案
じ
る
ぐ
ら
い
な
ら
、
そ
れ
に
降
伏
し
た

方
が
ま
し
だ
。」（
後
略
）

　

今
日
「
宋
襄
の
仁
」
と
い
え
ば
、
無
用
な
情
け
を
か
け
て
か
え
っ
て

損
を
す
る
、
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
で
使
わ
れ
る
。
し
か
し
『
公
羊

伝
』
は
、
楚
の
陣
列
が
整
う
ま
で
待
っ
て
か
ら
攻
撃
を
し
か
け
敗
れ
た

宋
・
襄
公
の
あ
く
ま
で
礼
を
守
る
姿
勢
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ
れ

は
本
来
の
儒
学
の
価
値
観
か
ら
す
れ
ば
、
む
し
ろ
当
然
の
評
価
と
言
え

る
。
し
か
し
、『
穀
梁
伝
』『
左
氏
伝
』
は
礼
の
墨
守
に
拘
泥
し
て
勝
機

を
逸
し
た
襄
公
を
厳
し
く
批
判
す
る
。
さ
ら
に
『
穀
梁
伝
』
は
、
そ
も

そ
も
泓
の
戦
自
体
が
襄
公
の
楚
へ
の
私
怨
を
晴
ら
そ
う
と
す
る
不
義
の

戦
い
で
あ
っ
た
と
し
て
、
襄
公
の
人
格
を
も
批
難
し
て
い
る
。
翌
僖
公

二
三
年
（
前
六
三
七
年
）
の
襄
公
の
死
去
を
伝
え
る
経
文
（「
夏
五
月

庚
寅
、
宋
公
玆
父
卒
」）
に
も
、『
穀
梁
伝
』
の
み
が
「（
死
去
の
み
伝

え
て
「
葬
」
を
書
か
な
い
の
は
）
民
を
失
っ
た
か
ら
で
あ
る
。」
と
断
じ
、

民
を
失
っ
た
理
由
と
し
て
「
教
育
訓
練
も
し
て
い
な
い
民
を
用
い
て
戦

う
の
は
、
そ
の
師
を
棄
て
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。」
と
い
う
『
論
語
』

子
路
篇
の
文
を
引
き
、「
人
君
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
師
を
棄
て
れ
ば
、
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そ
の
民
の
誰
が
君
と
し
て
認
め
よ
う
か
」
と
手
厳
し
い15

。
し
か
し
、
襄

公
が
本
当
に
軍
事
訓
練
も
し
て
い
な
い
民
衆
を
兵
力
と
し
て
用
い
た
か

ど
う
か
は
確
認
で
き
る
史
料
が
な
い
。
と
も
か
く
、『
穀
梁
伝
』
が
『
公

羊
伝
』
の
絶
賛
す
る
「
宋
襄
の
仁
」
を
し
つ
こ
く
批
判
し
て
い
る
点
は

間
違
い
な
く
、
両
書
の
考
え
方
の
違
い
が
鮮
明
に
出
て
い
る
個
所
と
し

て
注
目
さ
れ
る
。

Ｄ
．
宣
公
二
年
（
前
六
〇
七
年
）

（
経
）
二
年
春
、
王
の
二
月
壬
子
、
宋
の
華
元
、
師
を
帥
い
て
、
鄭
の

公
子
帰
生
の
師
を
帥
い
る
と
、
大
棘
に
戦
う
。
宋
師
、
敗
績
す
。

宋
の
華
元
を
獲
た
り
。

（
左
）（
前
略
）
狂
狡
、
鄭
人
と

輅
む
か
え
あ
たる

。
鄭
人
井
に
入
る
や
、
戟
を
倒

し
て
之
れ
を
出
す
も
、
狂
狡
獲と

ら

わ
る
。
君
子
曰
く
、
礼
を
失
い

命
に
違
え
ば
、
宜
し
く
其
の
禽
と
為
る
べ
き
な
り
。
戎
な
れ
ば

果
毅
を
昭
ら
か
に
し
て
以
て
之
れ
を
聴
く
、
之
れ
礼
と
謂
え
り
。

敵
を
殺
す
に
果
為
り
、
果
を
致
す
に
毅
為
ら
ん
。
之
れ
を
易
え

れ
ば
戮
せ
ら
れ
ん
な
り
。（
後
略
）

〔（
前
略
。
華
元
が
捕
虜
に
な
っ
た
こ
と
を
記
す
。）（
宋
の
大
夫
の
）

狂
狡
は
、
鄭
の
兵
士
と
戦
っ
た
。
鄭
の
兵
士
が
井
に
落
ち
る
と
、

戟
の
柄
を
差
し
入
れ
て
救
出
し
て
や
っ
た
が
、
逆
に
そ
の
兵
士

に
狂
狡
は
捕
え
ら
れ
た
。
君
子
が
評
す
る
に
、「
礼
を
失
い
（
敵

兵
を
殺
せ
と
い
う
）
命
令
に
背
け
ば
、
捕
獲
さ
れ
る
の
も
当
然

で
あ
る
。
戎
（
戦
争
）
と
な
れ
ば
果
断
・
剛
毅
の
心
を
奮
い
立

た
せ
て
命
令
に
従
う
、
こ
れ
が
礼
で
あ
る
。
敵
を
殺
す
に
果
断

で
あ
れ
、
果
断
を
成
す
た
め
に
剛
毅
で
あ
れ
。
そ
の
逆
を
行
え

ば
殺
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
。（
後
略
。
華
元
が
宋
に
逃
げ
帰
る

様
子
を
描
写
。）〕

　

い
ざ
戦
争
と
な
っ
た
な
ら
敵
に
情
け
を
か
け
ず
、
剛
毅
果
断
に
殺
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
が
礼
な
の
で
あ
り
、
躊
躇
し
て
い
て
は
逆

に
殺
さ
れ
る
の
だ
、
と
説
く
。『
公
羊
伝
』『
穀
梁
伝
』
に
は
見
え
な
い

『
左
氏
伝
』
独
自
の
記
事
で
あ
る
。

Ｅ
．
定
公
十
年
（
前
五
〇
〇
年
）

（
経
）
夏
、
公
、
斉
侯
と
頬
（
夾
）
谷
に
会
す
。

（
穀
）（
前
略
）
是
に
因
り
て
以
て
見
れ
ば
、
文
事
有
り
と
雖
も
、
必
ず

武
備
在
り
。
孔
子
、
頰
谷
の
会
に
於
て
之
れ
を
見
せ
り
。

〔（
前
略
。
斉
と
魯
の
夾
谷
の
会
で
、
斉
が
武
器
を
持
っ
た
異
民
族

を
会
合
に
乱
入
さ
せ
る
と
い
う
「
や
ら
せ
芝
居
」
に
乗
じ
て
魯

の
定
公
を
捕
縛
し
よ
う
と
し
た
が
、
定
公
の
付
添
だ
っ
た
孔
子

が
戦
闘
も
辞
さ
な
い
果
断
な
対
応
を
し
て
斉
の
陰
謀
を
阻
止
し

た
様
子
を
叙
述
。）（
経
は
）
こ
の
事
件
に
因
ん
で
、
文
事
の
場

合
で
も
必
ず
武
備
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る16

の
で
あ
り
、
孔
子
自
身
、
頬
谷
の
会
で
こ
の
こ
と
を
実
践
し
て

み
せ
た
の
で
あ
る
。〕

（
左
）
夏
、
公
、
斉
侯
と
祝
其
、
実
は
夾
谷
に
会
す
。
孔
丘
、
相
た
り
。

犁
弥
、
斉
侯
に
言
い
て
曰
く
、「
孔
丘
は
礼
を
知
る
と
も
勇
無
し
。
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若
し
萊ら

い

人
を
し
て
兵
を
以
て
魯
侯
を
劫

お
び
や
かさ

ば
、
必
ず
志
を
得
ん
」

と
。
斉
侯
、
之
れ
に
従
う
。
孔
丘
、
公
を
以
い
て
退
き
、
曰
く
、

「
士
、
兵
も
て
之ゆ

け
。
両
君
合
好
む
に
、
裔
夷
の
俘
の
兵
を
以
て

之
れ
を
乱
す
は
、
斉
君
の
諸
侯
に
命
す
る
所
以
に
非
ざ
る
な
り
。

裔
は
夏
を
謀
ら
ず
、
夷
は
華
を
乱
さ
ず
、
俘
は
盟
に
干

あ
ず
か

ら
ず
、

兵
は
好
に
偪せ

ま

ら
ず
。
神
に
不
祥
為
り
、
徳
に
愆
義
為
り
、
人
に

失
礼
為
り
。
君
必
ず
や
然
ら
ざ
ら
ん
」
と
。
斉
侯
之
れ
を
聞
き
、

遽
に
之
れ
を
辟
く
。（
後
略
）

〔
夏
、
定
公
は
斉
侯
と
祝
其
す
な
わ
ち
夾
谷
で
会
合
し
、
孔
丘
が

輔
佐
を
つ
と
め
た
。
犁
弥
が
斉
侯
に
、「
孔
丘
は
礼
に
は
明
る
い

が
勇
気
は
な
い
は
ず
、
も
し
萊ら

い

の
人
（
夷
狄
の
民
）
に
武
器
を

持
た
せ
て
魯
侯
を
脅
か
さ
せ
れ
ば
、
必
ず
や
思
い
通
り
に
な
る

で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
斉
侯
が
そ
の
通
り
に
す
る
と
、
孔
丘

は
定
公
と
と
も
に
座
を
退
出
し
て
言
っ
た
。「
魯
の
戦
士
た
ち
よ
、

武
器
を
取
っ
て
攻
撃
せ
よ
。
魯
・
斉
両
君
が
友
好
を
結
ん
で
い

る
席
に
、
辺
境
の
不
埒
者
が
武
器
を
持
っ
て
乱
入
し
た
。
斉
君

が
諸
侯
に
ま
み
え
る
さ
い
の
態
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
辺
境
は

中
原
を
う
か
が
わ
ず
、
夷
狄
は
中
華
を
攪
乱
せ
ず
、
俘
虜
は
会

盟
に
関
わ
ら
ず
、
武
器
は
友
好
の
場
を
脅
か
さ
な
い
も
の
。（
そ

れ
な
の
に
今
回
の
事
態
は
）
神
に
対
し
て
は
不
祥
、
徳
に
対
し

て
は
不
義
、
人
に
対
し
て
は
失
礼
で
あ
る
。
斉
君
た
る
も
の
が

ま
さ
か
こ
の
よ
う
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。」斉
侯
は
こ
れ
を
聞
き
、

あ
わ
て
て
萊
の
人
を
退
か
せ
た
。（
後
略
）〕

　

『
穀
梁
伝
』『
左
氏
伝
』
は
、
儒
学
の
開
祖
の
孔
子
で
さ
え
武
器
・
兵

事
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
相
手
が
武

力
で
こ
ち
ら
を
威
嚇
し
た
り
、
非
礼
な
行
為
を
は
た
ら
く
さ
い
の
対
抗

手
段
と
し
て
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
武
力
に
乏
し
い
多
く
の
弱
小

諸
侯
が
大
国
に
従
わ
さ
れ
、
滅
ぼ
さ
れ
た
春
秋
時
代
の
現
実
に
鑑
み
れ

ば
、基
本
的
に
は
反
戦
的
言
辞
を
唱
え
る
儒
家
で
あ
っ
て
も
、常
に
「
絶

対
平
和
主
義
」
を
唱
え
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
は
当
然

理
解
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
反
戦
的
言
辞
と
戦
争
肯
定
的
言
辞
を
並
べ
て
み
る

と
、
原
則
と
し
て
は
戦
争
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
や
む
を
え
な
い

戦
争
は
必
ず
あ
る
、
そ
う
で
あ
る
以
上
い
ざ
戦
う
と
決
め
た
な
ら
ば
、

戦
時
に
も
守
る
べ
き
礼
は
あ
く
ま
で
厳
守
し
な
が
ら
果
断
に
徹
底
的
に

戦
う
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
観
念
を
、
多
少
の
凹
凸
は
示
し
つ
つ
も
春

秋
三
伝
が
共
通
し
て
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

三
、
春
秋
三
伝
に
見
る
「
夷
狄
」
観

　

春
秋
三
伝
、
特
に
『
公
羊
伝
』『
穀
梁
伝
』
を
見
る
と
、
夷
狄
（
異

民
族
、
異
文
化
集
団
）
を
憎
悪
し
、
批
判
す
る
記
述
が
目
立
つ
。
そ
れ

は
当
然
、
夷
狄
に
対
す
る
軍
事
攻
撃
を
容
認
す
る
観
念
を
生
む
で
あ
ろ

う
。
春
秋
三
伝
に
お
け
る
夷
狄
観
は
す
で
に
多
く
の
先
学
が
研
究
を
残

し
て
い
る17

が
、『
塩
鉄
論
』
に
見
え
る
「
絶
対
平
和
主
義
」
と
の
関
わ

り
を
論
じ
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。『
塩
鉄
論
』で
は
特
に『
公
羊
伝
』
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の
引
用
が
多
く
、
そ
の
夷
狄
憎
悪
・
蔑
視
の
思
想
が
特
に
対
匈
奴
戦
争

と
専
売
制
の
継
続
を
主
張
す
る
官
側
に
影
響
し
て
い
る
点
は
拙
稿
で
も

触
れ
た18

が
、『
穀
梁
伝
』『
左
氏
伝
』
も
あ
る
程
度
の
影
響
を
『
塩
鉄
論
』

に
残
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
春
秋
三
伝
全
体
に
通
底
す
る
夷
狄
観

を
確
認
し
、
そ
れ
と
『
塩
鉄
論
』
の
「
絶
対
平
和
主
義
」
と
の
関
係
性

を
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

例
え
ば
、
隠
公
七
年
（
前
七
一
六
年
）
の
経
文
に
「
戎
、
凡
伯
を
楚

丘
に
伐
ち
、以
て
帰
る
。」
と
あ
る
の
は
、周
王
の
使
者
の
凡
伯
が
戎
（
夷

狄
の
一
種
）
に
拉
致
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、な
ぜ
こ
こ
で
「
執

（
と
ら
う
）」
で
は
な
く
「
伐
（
う
つ
）」
と
い
う
文
字
を
使
う
の
か
に

つ
い
て
、『
公
羊
伝
』
は
こ
の
事
件
を
「
大
（
一
大
事
）」
と
す
る
か
ら

だ
と
述
べ
、
な
ぜ
「
大
」
と
す
る
の
か
と
の
問
い
に
、

　
　

夷
狄
の
中
国
を
執と

ら
う
を
与ゆ

る

さ
ざ
る
な
り
。

と
答
え
て
い
る
。
夷
狄
が
、
あ
ろ
う
こ
と
か
中
国
文
明
の
担
い
手
た
る

周
王
の
使
者
を
拉
致
す
る
な
ど
言
語
道
断
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
し
て
や
夷
狄
が
「
中
国
」（
中
原
）
の
諸
侯
を
捕
え
た
り
殺
し
た
り

す
る
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
非
難
の
記

述
は
、『
公
羊
伝
』
で
は
他
に
僖
公
二
一
年
（
前
六
三
九
年
、
楚
が
宋

公
を
捕
え
た
例
）、
僖
公
二
七
年
（
前
六
三
三
年
、
や
は
り
楚
が
宋
公

を
捕
え
た
例
）、『
穀
梁
伝
』
で
は
昭
公
十
一
年
（
前
五
三
三
年
、
楚
が

蔡
侯
を
殺
害
し
た
例
）
な
ど
に
見
え
る
。
ま
し
て
や
「
夷
狄
が
中
国
に

対
し
て
「
主
」
と
な
る
（
覇
を
唱
え
る
）」
な
ど
は
儒
学
の
華
夷
思
想

に
照
ら
し
て
絶
対
に
容
認
で
き
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
れ
を
明
言
し

た
箇
所
も
『
公
羊
伝
』
昭
公
二
三
年
（
前
五
一
九
年
）・
哀
公
十
三
年
（
前

四
八
二
年
）
な
ど
に
見
え
る
。

　

し
か
し
、現
実
は
常
に
複
雑
で
あ
る
。
先
述
の
隠
公
七
年
の
経
文
に
、

『
左
氏
伝
』
は
以
前
に
戎
が
周
に
来
訪
し
て
公
卿
に
礼
物
を
贈
っ
た
さ

い
に
凡
伯
が
答
礼
を
し
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
す
る
。
実
は
非
は
凡

伯
の
側
に
あ
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。「
中
国
」
の
国
・
人
が
常
に

正
し
い
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

事
実
、「
中
国
」と
夷
狄
の
区
別
は
相
対
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

隠
公
七
年
の
経
文
に
対
し
、『
穀
梁
伝
』は
凡
伯
が
拉
致
さ
れ
た
場
所「
楚

丘
」
が
衛
の
土
地
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、

　
　

「
戎
」
と
は
衛
な
り
。（
中
略
）
貶
し
て
之
れ
を
「
戎
」
と
す
る
な

り
。

と
断
じ
て
い
る
。
周
と
同
じ
姫
姓
の
国
で
あ
り
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
「
中

国
」
に
位
置
す
る
は
ず
の
衛
で
あ
っ
て
も
、
行
い
が
非
道
で
あ
れ
ば
容

赦
な
く
「
夷
狄
」
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
僖
公
二

七
年
（
前
六
三
三
年
）
に
楚
と
と
も
に
宋
を
攻
め
、
宋
公
捕
縛
に
協
力

し
た
陳
・
蔡
・
鄭
・
許
は
、『
穀
梁
伝
』
で
は
、

　
　

不
正
と
は
、
其
れ
夷
狄
を
信
じ
て
中
国
を
伐
て
ば
な
り
。

と
批
判
さ
れ
る
。夷
狄
に
味
方
し
て
中
国
の
諸
侯
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
、

自
ら
夷
狄
の
地
位
に
堕
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
同
様
の
非
難
は
、
襄

公
七
年
（
前
五
六
六
年
）
に
晋
・
宋
・
陳
・
衛
・
曹
・
莒
・
邾
婁
と
い
っ

た
中
国
の
諸
侯
と
会
盟
し
よ
う
と
し
た
鄭
の
君
主
に
大
夫
が
「
い
け
ま

せ
ん
。
楚
に
付
く
方
が
ま
し
で
す
。」
と
進
言
し
、
理
由
を
問
う
鄭
君
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に
大
夫
が
、

中
国
を
以
て
義
と
為
さ
ん
も
、
則
ち
我
が
喪
を
伐
て
り
。
中
国
を

以
て
強
と
為
さ
ん
も
、
則
ち
楚
の
若
く
な
ら
ず
。

〔
中
国
を
正
義
だ
と
お
考
え
に
な
ろ
う
と
し
て
も
、
喪
中
の
我
が
国

を
攻
撃
し
ま
し
た
。中
国
を
強
い
と
お
考
え
に
な
ろ
う
と
し
て
も
、

楚
の
方
が
強
い
で
す
。〕

と
答
え
る
様
子
で
示
さ
れ
る
（『
公
羊
伝
』
襄
公
七
年
）
な
ど
、
多
数

の
例
が
あ
る
。

　

春
秋
三
伝
で
常
に
夷
狄
と
み
な
さ
れ
、
批
判
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る

の
は
、
淮
河
・
長
江
流
域
を
拠
点
と
し
、
黄
河
流
域
へ
の
進
出
を
常
に

図
る
強
国
の
楚
で
あ
っ
た
。
加
え
て
春
秋
時
代
後
半
（
前
六
世
紀
後
半

以
降
）
に
は
、
長
江
下
流
域
で
急
激
に
強
勢
と
な
り
、
楚
を
、
そ
し
て

中
原
諸
国
を
も
脅
か
し
始
め
た
呉
・
越
が
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
実
は
楚
・
呉
・
越
の
方
が
「
中
国
」
に
ふ
さ
わ
し
い
行
動
を
し

て
高
く
評
価
さ
れ
た
り
、逆
に
「
中
国
」
の
国
々
が
非
道
な
行
い
を
し
、

夷
狄
と
非
難
さ
れ
た
例
が
少
な
く
な
い
。
第
二
章
で
見
た
「
邲
の
戦
」

の
さ
い
の
楚
・
荘
王
の
態
度
（
史
料
⑩
）
も
そ
の
例
で
あ
る
し
、
昭
公

二
三
年
（
前
五
一
九
年
）
の
『
公
羊
伝
』
の
、

中
国
も
亦
た
新
た
な
夷
狄
な
り
。（
中
略
）
呉
は
少
し
く
進
み
た

る
な
り
。

〔
中
国
も
ま
た
、
新
た
な
夷
狄
だ
か
ら
で
あ
る
。（
中
略
）
呉
は
少

し
進
ん
だ
の
で
あ
る
。〕

も
そ
の
例
で
あ
る
。
呉
を
「
中
国
」
と
評
価
し
た
例
は
他
に
『
公
羊
伝
』

『
穀
梁
伝
』
の
定
公
四
年
（
前
五
〇
六
年
）、『
公
羊
伝
』
哀
公
十
三
年
（
前

四
八
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。
だ
が
、
呉
が
そ
の
ま
ま
「
中
国
」
と
評
さ

れ
続
け
た
わ
け
で
は
な
く
、『
公
羊
伝
』
定
公
四
年
（
前
五
〇
六
年
）

で
は
一
度
評
価
し
た
呉
を
す
ぐ
に
「
呉
は
何
ぞ
以
て
「
子
」
を
称
さ
れ

ざ
る
や
。
夷
狄
に
反か

え

れ
ば
な
り
。」
と
し
、
楚
に
攻
め
入
っ
た
さ
い
楚

王
の
母
を
妻
と
し
た
疑
い
な
ど
を
挙
げ
て
批
判
し
て
い
る
。
一
方
、『
穀

梁
伝
』
昭
公
十
二
年
（
前
五
三
〇
年
）
は
、
中
国
を
代
表
す
る
大
国
の

晋
を
さ
え
、

其
れ
晋
と
曰
う
は
、
之
れ
を
狄
と
す
る
な
り
。
其
れ
之
れ
を
狄
と

す
る
は
何
ぞ
や
。
其
の
夷
狄
と
交
わ
り
て
中
国
を
伐
ち
し
を
不
正

と
す
。
故
に
狄
も
て
之
れ
を
称
す
る
な
り
。

と
夷
狄
よ
ば
わ
り
し
て
批
判
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
春
秋
三
伝
に
よ
る
「
中
国
」
か
夷
狄
か

と
い
う
評
価
は
全
く
相
対
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
言
え
る
。
要
は
、

中
国
の
礼
を
修
得
し
て
そ
れ
を
守
り
、
民
衆
を
慈
し
み
、
領
土
拡
大
や

私
怨
を
晴
ら
す
な
ど
正
し
く
な
い
目
的
で
戦
争
を
し
な
い
、
と
い
っ
た

為
政
の
根
本
が
堅
持
さ
れ
て
い
れ
ば
「
中
国
」
と
評
価
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
便
宜
主
義
も
は
な
は
だ
し
い
と
言
え
る
が
、
夷
狄
で
あ
っ
て
も
儒

学
の
礼
に
よ
っ
て
醇
化
・
徳
化
し
「
中
国
」
の
仲
間
に
加
え
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
、
と
い
う
観
念
は
孔
子
以
来
の
儒
学
の
本
旨
そ
の
も
の
、

と
も
言
え
る
。
当
然
そ
の
裏
返
し
と
し
て
、
元
来
「
中
国
」
で
あ
っ
た

は
ず
の
人
や
国
が
礼
に
も
と
る
非
道
を
は
た
ら
い
た
場
合
は
夷
狄
に
堕

す
る
こ
と
に
な
る
。
問
題
は
、
夷
狄
に
堕
し
た
「
中
国
」
が
ど
の
よ
う
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に
「
中
国
」
に
復
帰
す
る
か
、
で
あ
る
。
そ
の
問
題
に
対
す
る
考
察
や

言
及
が
、
春
秋
三
伝
の
み
な
ら
ず
、
前
稿
ま
で
見
て
き
た
儒
家
文
献
に

は
乏
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　

四
、「
譲
」
の
評
価

　

春
秋
三
伝
に
通
底
す
る
儒
家
的
価
値
観
の
重
要
な
要
素
と
し
て
、
本

来
で
あ
れ
ば
国
君
や
将
相
に
立
つ
べ
き
だ
っ
た
人
物
が
そ
れ
を
他
者
に

譲
っ
た
例
を
極
め
て
高
く
評
価
す
る
、
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ

ま
り
「
譲
」
と
い
う
行
為
へ
の
評
価
が
目
立
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、『
公
羊
伝
』
僖
公
二
八
年
（
前
六
三
二
年
）
は
、
晋
の
文

公
の
後
押
し
で
い
っ
た
ん
衛
の
君
主
に
立
ち
な
が
ら
も
、
文
公
が
追
放

し
た
兄
の
衛
・
成
公
を
帰
国
さ
せ
て
再
び
君
主
に
立
て
、
自
ら
は
退
位

し
た
叔
武
が
、
結
局
成
公
に
殺
さ
れ
た
事
実
に
つ
い
て
経
文
（「
晋
人

執
衛
侯
帰
之
于
京
師
」）
が
一
言
も
触
れ
な
い
理
由
を
、

衛
侯
の
罪
は
何
ぞ
や
。
叔
武
を
殺
せ
し
な
り
。
何
を
以
て
か
書
か

ざ
る
。
叔
武
の
為
に
諱
む
な
り
。『
春
秋
』
は
賢
者
の
為
に
諱
む
。

何
ぞ
叔
武
を
賢
と
す
。
国
を
譲
る
な
り
。

と
す
る
。
同
様
の
記
事
は
多
い
。『
左
氏
伝
』
は
襄
公
十
三
年
（
前
五

六
〇
年
）
の
経
文
を
伴
な
わ
な
い
伝
で
、晋
の
卿
の
范
宣
子
（
韓
宣
子
）

が
上
軍
の
将
の
地
位
（
晋
に
は
上
軍
・
中
軍
・
下
軍
が
あ
り
、
上
軍
の

将
が
最
高
司
令
官
と
な
る
）
を
他
者
に
譲
り
、
そ
れ
を
下
位
の
者
も
真

似
た
こ
と
で
晋
が
よ
く
治
ま
っ
た
経
緯
を
叙
述
し
た
う
え
で
、

君
子
曰
く
、「
譲
」
は
礼
の
主
な
り
。
范
宣
子
譲
れ
ば
、
其
の
下

も
皆
譲
り
、（
中
略
）
晋
国
以
て
平
ら
ぎ
、
数
世
之
れ
に
頼
る
は
、

善
に
刑

の
っ
と

れ
ば
な
り
。
夫
れ
一
人
善
に
刑
れ
ば
、
百
姓
休
和
す
。
務

め
ざ
る
可
け
ん
や
。（
中
略
）
世
の
治
ま
る
や
、
君
子
尚
お
能
く

其
の
下
に
譲
り
、
小
人
農
力
し
て
以
て
其
の
上
に
事
う
。
是
を
以

て
上
下
礼
有
り
、
而
う
し
て
讒ざ

ん
と
く慝

黜ち
ゅ
つ
え
ん

遠
せ
ら
る
。
争
わ
ざ
る
に
由

る
な
り
、
之
れ
を
懿
徳
と
謂
う
。
其
の
乱
る
る
に
及
ぶ
や
、
君
子

其
の
功
を
称
し
て
以
て
小
人
に
加
え
、
小
人
其
の
技
を
伐
ち
て
以

て
君
子
を
馮
す
。
是
を
以
て
上
下
礼
無
く
、
乱
虐
並
び
生
ず
。
善

を
争
う
に
由
れ
ば
な
り
。
之
れ
を
昏
徳
と
謂
う
。
国
家
の
敝
は
、

恒
に
必
ず
之
れ
に
由
れ
り
。

と
論
じ
て
い
る
。
上
下
こ
も
ご
も
謙
譲
し
あ
え
ば
国
は
治
ま
り
、
逆
に

功
を
誇
り
あ
い
自
己
主
張
し
あ
え
ば
必
ず
国
は
乱
れ
る
、
と
い
う
の
で

あ
る
。
譲
り
合
い
、
争
わ
な
け
れ
ば
国
が
治
ま
る
と
い
う
観
念
は
、「
絶

対
平
和
主
義
」
に
通
じ
る
価
値
観
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

同
様
の
例
は
、襄
公
二
九
年
（
前
五
四
四
年
）
の
経
文
「
呉
子
、（
季
）

札
を
し
て
来
聘
せ
し
む
。」
に
対
す
る
『
公
羊
伝
』
に
も
以
下
の
よ
う

に
見
え
る
。

呉
に
君
無
く
、
大
夫
無
き
に
、
此
れ
何
を
以
て
君
有
る
と
し
、
大

夫
有
る
と
す
。
季
子
（
季
札
）
を
賢
と
す
る
な
り
。
何
ぞ
季
子
を

賢
と
す
。
国
を
譲
れ
ば
な
り
。

と
し
、
呉
の
公
室
の
兄
弟
の
末
弟
で
賢
人
と
し
て
知
ら
れ
た
季
札
が
、

君
主
に
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
な
が
ら
兄
た
ち
に
位
を
譲
り
、
や
が
て
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ク
ー
デ
タ
ー
で
君
主
と
な
っ
た
甥
の
闔
廬
（
闔
閭
）
を
も
許
し
、
呉
を

去
っ
て
放
浪
の
一
生
を
送
る
様
子
を
叙
述
す
る
。
そ
し
て
、

故
に
君
子
は
以
て
其
の
受
け
ざ
る
を
義
と
為
し
、
以
て
其
の
殺
さ

ざ
る
を
仁
と
為
す
。

〔
だ
か
ら
君
子
は
、
季
札
が
君
主
の
地
位
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
を

正
義
と
し
、
闔
廬
を
殺
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
仁
愛
と
す
る
の
で
あ

る
。〕

と
言
う
。『
公
羊
伝
』
が
昭
公
二
十
年
（
前
五
三
九
年
）
で
曹
の
公
子
・

喜
時
を
、同
三
一
年
（
前
五
二
八
年
）
で
邾
婁
の
叔
術
を
そ
れ
ぞ
れ
「
賢
」

と
評
し
て
い
る
理
由
も
や
は
り
国
を
「
譲
」
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
例
は
長
い
春
秋
時
代
に
あ
っ
て
は
極
め
て
稀

有
な
例
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
春
秋
三
伝
が
称
え
る
「
譲
」
は
、
自
国

の
君
主
や
将
相
の
地
位
を
他
者
に
譲
っ
た
例
だ
け
で
あ
る
。
敵
軍
に
時

間
を
「
譲
」
っ
た
宋
の
襄
公
は
、『
穀
梁
伝
』『
左
氏
伝
』
に
酷
評
さ
れ

た
（
史
料
Ｃ
）。
ま
し
て
や
、
夷
狄
に
中
国
が
何
か
を
「
譲
」
る
と
い

う
こ
と
も
春
秋
三
伝
に
は
全
く
想
定
外
で
あ
ろ
う
。「
絶
対
平
和
主
義
」

が
、
必
要
と
あ
れ
ば
全
て
を
敵
に
「
譲
」
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
春
秋
三
伝
の
「
譲
」
へ
の
評
価
も
「
絶
対
平
和
主
義
」
か
ら
は

ま
だ
遠
い
、
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
至
る
道
筋
の

途
上
に
あ
る
、
と
は
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

お
わ
り
に

　

以
上
の
考
察
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。
春
秋
三
伝
も
儒
家
文
献

で
あ
る
以
上
、
基
本
的
に
反
戦
思
想
や
平
和
主
義
を
基
調
と
す
る
記
述

が
目
立
つ
。
特
に
邲
の
戦（
前
五
九
七
年
）で
晋
に
大
勝
し
な
が
ら「
武
」

の
本
義
に
立
ち
返
っ
て
深
く
自
省
す
る
楚
・
荘
王
の
姿
の
描
写
（
史
料

⑩
）
や
、
戦
争
と
搾
取
に
苦
し
む
民
衆
に
よ
る
国
君
追
放
を
賞
賛
す
る

晋
の
楽
人
・
師
曠
の
言
（
前
五
五
九
年
、
史
料
⑬
）
や
、
そ
う
し
た
民

衆
の
声
を
汲
ん
だ
宋
の
向
戌
・
晋
の
趙
武
ら
が
中
心
と
な
り
晋
・
楚
両

大
国
を
は
じ
め
多
く
の
国
が
参
加
し
て
実
現
し
た
「
弭
兵
の
会
」（
前

五
四
六
年
、
史
料
⑮
）
の
記
述
は
、「
絶
対
平
和
主
義
」
に
近
づ
い
た

価
値
観
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
戦
乱
常
な
い
春
秋
時
代
の

現
実
を
反
映
し
、
戦
場
に
お
け
る
非
情
な
振
る
舞
い
を
評
価
し
た
事
例

も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
（
史
料
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
）。
そ
う
し
た
中
で
、「
中

国
」
と
夷
狄
の
区
別
を
礼
に
か
な
う
振
る
舞
い
の
程
度
に
相
対
化
し
、

国
君
や
将
相
の
地
位
を「
譲
」っ
た
人
士
を
高
く
評
価
す
る
観
念
は
、「
絶

対
平
和
主
義
」
に
は
ま
だ
遠
い
も
の
の
そ
れ
に
至
る
道
筋
の
途
上
に
あ

る
と
言
え
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
、『
塩
鉄
論
』
の
賢
良
・
文
学
の
言
に
見
え
る
「
絶
対
平

和
主
義
」
と
春
秋
三
伝
と
の
懸
隔
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
賢
良
・
文
学

は
、
匈
奴
で
す
ら
儒
学
で
醇
化
・
徳
化
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
す

る
。
そ
の
点
は
、
楚
や
呉
な
ど
の
夷
狄
も
一
時
的
と
は
い
え
「
中
国
」

化
で
き
た
例
を
豊
富
に
示
す
春
秋
三
伝
の
観
念
に
通
じ
て
い
る
と
言
え

る
。
で
は
、
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
賢
良
・
文
学
は
、
匈
奴
を
醇

化
・
徳
化
す
る
以
前
の
問
題
と
し
て
現
実
に
続
い
て
い
る
対
匈
奴
戦
争
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を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
匈
奴
の
単
于
を

お
び
き
出
し
て
暗
殺
し
よ
う
と
し
た
馬
邑
の
陰
謀
（
前
一
三
三
年
）
の

非
を
漢
が
自
ら
認
め
、
事
実
上
匈
奴
に
謝
罪
す
る
こ
と
で
為
し
う
る
、

と
主
張
し
た
。
春
秋
三
伝
の
筆
法
で
言
え
ば
、
漢
が
自
ら
「
夷
狄
の
振

る
舞
い
」
を
認
め
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
中
国
が
夷
狄
に
全
面
的

に
「
譲
」
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
こ
れ
は
確
か
に
春
秋

三
伝
の
み
な
ら
ず
、
一
般
的
な
儒
学
の
価
値
観
か
ら
し
て
容
易
に
受
け

入
れ
が
た
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
っ
た
い
、
賢
良
・
文
学
は
そ
の
思
想

的
大
飛
躍
を
ど
の
よ
う
に
し
て
成
し
遂
げ
た
の
か
。
そ
の
解
明
こ
そ
が

今
後
の
筆
者
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注１
　

拙
稿
「
中
国
古
代
儒
家
文
献
に
見
る
反
戦
思
想
（
１
）
─
『
易
経
』

『
書
経
』『
礼
記
』『
論
語
』
─
」（『
常
葉
大
学
教
育
学
部
紀
要
』

三
六
、
二
〇
一
六
年
）、「
中
国
古
代
儒
家
文
献
に
見
る
反
戦
思
想

（
２
）
─
『
儀
礼
』『
大
戴
礼
記
』『
周
礼
』『
詩
経
』
─
」（『
常
葉

大
学
教
育
学
部
紀
要
』
三
七
、
二
〇
一
七
年
）、「
中
国
古
代
儒
家

文
献
に
見
る
反
戦
思
想
（
３
）
─
『
孟
子
』『
荀
子
』
─
」（『
常

葉
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
三
八
、
二
〇
一
七
年
）。

２
　

拙
稿
「『
塩
鉄
論
』
に
見
る
反
戦
思
想
」（『
常
葉
大
学
教
育
学
部

紀
要
』
三
五
、
二
〇
一
五
年
）。

３
　

た
だ
し
、『
春
秋
左
氏
伝
』
の
み
哀
公
十
六
年
（
前
四
七
九
年
）

の
孔
子
の
死
去
を
伝
え
る
経
文
ま
で
載
せ
て
い
る
。

４
　

当
時
の
用
法
で
い
う
「
中
国
（
中
原
）」
に
つ
い
て
は
、拙
稿
「
漢

代
以
前
に
お
け
る
「
中
原
」
の
位
置
と
意
義
」（『
中
国
史
研
究
』（
韓

国
）
四
九
輯
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

５
　

本
章
の
内
容
は
主
に
小
倉
芳
彦
訳
注
『
春
秋
左
氏
伝
』
下
（
岩
波

文
庫
、
一
九
八
九
年
）
の
「
解
説
」、
岩
本
憲
司
訳
注
『
春
秋
穀

梁
伝
范
甯
集
解
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
）、
同
『
春
秋
公
羊

伝
何
休
解
詁
』（
同
一
九
九
三
年
）、同
『
春
秋
左
氏
伝
杜
預
集
解
』

上
・
下
（
同
二
〇
〇
一
年
・
二
〇
〇
六
年
）
の
「
解
説
」
に
依
拠

す
る
。

６
　

福
井
重
雅
『
漢
代
儒
教
の
史
的
研
究
─
儒
教
の
官
学
化
を
め
ぐ
る

定
説
の
再
検
討
─
』（
汲
古
書
院
、二
〇
〇
六
年
）、渡
邉
義
浩
『
後

漢
国
家
の
支
配
と
儒
教
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
）、
同
『
儒

教
と
中
国
─
「
二
千
年
の
正
統
思
想
」
の
起
源
』（
講
談
社
選
書

メ
チ
エ
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
参
照
。

７
　

『
漢
書
』
巻
五
六
董
仲
舒
伝
に
、
酷
吏
と
し
て
知
ら
れ
る
張
湯
が

武
帝
の
命
で
し
ば
し
ば
裁
判
の
判
断
根
拠
を
董
仲
舒
の
助
言
に
求

め
た
こ
と
が
見
え
る
。

８
　

津
田
左
右
吉
『
左
伝
の
思
想
史
的
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五

八
年
）。

９
　

小
倉
前
掲
注
５
「
解
説
」、
五
〇
六
頁
。

10
　

佐
藤
武
敏
訳
注
『
塩
鉄
論
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
七
〇
年
）

で
示
さ
れ
た
『
塩
鉄
論
』
中
の
引
用
文
献
に
よ
れ
ば
、「
晁
錯
」「
刺

復
」「
憂
辺
」「
貧
富
」「
毀
学
」「
頌
賢
」「
疾
貪
」「
崇
礼
」「
備
胡
」
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「
執
務
」「
世
務
」「
繇
役
」「
険
固
」「
論
功
」「
周
秦
」「
詔
聖
」

の
十
六
篇
で
計
二
三
カ
所
引
用
・
言
及
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
公

羊
伝
』
は
二
五
篇
で
四
五
カ
所
引
用
・
言
及
が
あ
る
。
な
お
、
同

訳
注
で
は
『
穀
梁
伝
』
か
ら
の
引
用
は
一
つ
も
挙
げ
ら
れ
て
い
な

い
が
、『
穀
梁
伝
』
荘
公
八
年
（
前
六
八
六
年
、
後
掲
史
料
⑤
）

の
「
善
為
国
者
不
師
」
以
下
の
部
分
は
『
塩
鉄
論
』
大
義
に
引
用

さ
れ
た
例
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
塩
鉄
論
』
以
降
に
経

典
化
し
た
『
穀
梁
伝
』『
左
氏
伝
』
と
も
、
そ
の
内
容
は
相
当
部

分
が
以
前
か
ら
世
上
に
流
布
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

11
　

近
年
精
力
的
に
春
秋
三
伝
の
成
立
過
程
を
研
究
し
た
平
㔟
隆
郎

は
、『
春
秋
』
と
『
公
羊
伝
』
は
斉
で
、『
左
氏
伝
』
は
韓
、『
穀

梁
伝
』
は
中
山
国
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
君
主
権
の
正
統
性
を
主
張
し

他
国
を
貶
め
る
目
的
で
戦
国
中
期
に
作
成
さ
れ
た
、
と
す
る
大
胆

な
説
を
唱
え
て
い
る
（『
左
伝
の
史
料
批
判
的
研
究
』
汲
古
書
院
、

一
九
九
六
年
、『
中
国
古
代
の
予
言
書
』
講
談
社
現
代
新
書
、
二

〇
〇
〇
年
、『『
春
秋
』
と
『
左
伝
』』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇

三
年
な
ど
）。
平
㔟
説
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が
あ
る
が
、
少
な

く
と
も
三
伝
の
骨
格
部
分
が
戦
国
中
期
（
前
四
世
紀
後
半
頃
）
に

は
確
立
し
て
お
り
、
漢
代
に
新
た
に
一
か
ら
偽
造
さ
れ
た
よ
う
な

も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
ほ
ぼ
定
説
化
し
て
い
る
。

12
　

鎌
田
正
訳
注
『
春
秋
左
氏
伝
』
一
─
四
（『
新
釈
漢
文
大
系
』
明

治
書
院
、
一
九
七
一
年
─
一
九
八
一
年
）、
竹
内
照
夫
訳
注
『
春

秋
左
氏
伝
』
上
・
中
・
下
（『
全
釈
漢
文
大
系
』
集
英
社
、
一
九

六
八
年
─
一
九
七
四
年
）。

13
　

こ
の
『
公
羊
伝
』
の
文
に
つ
い
て
は
日
原
利
国
「
経
と
権
─
原
則

と
例
外
─
」（『
春
秋
公
羊
伝
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九
七
六
年
）

参
照
。

14
　

「
弭
兵
の
会
」
自
体
へ
の
言
及
は
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
実
現

し
た
つ
か
の
間
の
平
和
状
態
を
『
穀
梁
伝
』
は
襄
公
三
十
年
（
前

五
四
三
年
）
の
経
文
（
晋
・
斉
・
宋
・
衛
・
鄭
・
曹
・
莒
・
邾
・
滕
・

薛
・
杞
・
小
邾
が
同
年
に
起
こ
っ
た
宋
の
火
災
の
被
害
を
補
償
す

る
た
め
に
集
ま
っ
た
「
澶
淵
の
会
」
を
記
録
）
に
付
し
た
伝
文
で
、

「
澶
淵
之
会
、
中
国
不
侵
伐
夷
狄
、
夷
狄
不
入
中
国
、
無
侵
伐
八
年
。

善
之
也
、
晋
趙
武
・
楚
屈
建
之
力
也
。」
と
高
く
評
価
し
、
晋
の

趙
武
と
楚
の
屈
建
の
功
績
と
し
て
い
る
。「
弭
兵
の
会
」
以
後
八

年
間
は
、
中
国
も
夷
狄
も
お
互
い
が
攻
め
合
う
こ
と
は
な
か
っ
た

と
し
て
い
る
。

15
　

「
以
其
不
教
民
戦
、
則
是
棄
其
師
也
。
為
人
君
而
棄
其
師
、
其
民

孰
以
為
君
哉
。」（『
穀
梁
伝
』
僖
公
二
三
年
）。

16
　

「
雖
有
文
事
必
有
武
備
」
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
巻
四
七
孔
子
世

家
に
「
孔
子
摂
相
事
、
曰
臣
聞
有
文
事
者
必
有
武
備
、
有
武
事
者

必
有
文
備
」
と
あ
る
。

17
　

前
掲
注
５
岩
本
憲
司
三
伝
訳
注
、
小
倉
芳
彦
『
中
国
古
代
政
治
思

想
研
究
』（
青
木
書
店
、
一
九
七
○
年
）、
前
掲
注
13
日
原
利
国
著

書
『
春
秋
公
羊
伝
の
研
究
』
な
ど
。

18
　

前
掲
注
１
拙
稿
「『
塩
鉄
論
』
に
見
る
反
戦
思
想
」。
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